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お買い上げいただをありがとラございまず 

—電気製品はま全のためのを意事項を守らな 
胃=| いと、火災や人身事故になることびあります。 
この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な;主意事項と 
製品の取り扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使い 

ください。お読みになつたあとは、いつでも見られるとこ 
ろに必ず保管してください。 
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受をのために 



事故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

.万一異常が起きたら、お買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理を依頼する 


警告 表示の 意 ほ 

この取掘説明書では、;欠のよラな表おをしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

ま意を促す記号 

1 么を晚 


A 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 

化災 

感電 

死こや大けびなど人身事故び生じます。 

行為を禁止ずる記号 

A 警告 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 

0 


大けびなど人身事故の原因となります。 

禁止 

分解禁止 

IA 注意 1 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故によりけ 

めれ手禁止 

接抛禁止 

びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 
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A 警告 I 底 A 

I — ^ - 1 化が 感電 


下記のま意事項を守 6 ないと义災*感電に 
より死!!:や大けびの原因となりまず。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらイヤーレシーバーなどを使巧し 
たり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶対におやめください。 
交通事故の原因となります。 

• また、歩さなび5使巧するときを、事故を防ぐため、周囲の交通や路面げ況 
に充分ごを意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

かや異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
<ださし)。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場即こは 置 
かなし、 

火災や感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださい。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因とな0ます。 


巧触禁止 
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I A ぐ ±±| 下記のま意事項を守 5 ないとけびをしたり周辺の家財に 

1/へ辻思 I 損害を与えたりずることびありまず。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ 店 また 
は ソニーサービス 窓□にご相談 < ださし、。 

分お禁止 

ぶ 心 



大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

耳を刺激ずるよラな大きな音量で長時間つづけて間くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイヤーレシーバーで聞くとさにご;主意くだ 
さい。呼びかけられて返事びでさる<らいの音量で聞さましょラ。 

0 

禁止 

讀 

1 

はじめからボリュームを上げずぎない 

突然大きな音びでて耳を痛めることびあります。 


Q 

禁止 



•本製品の不具合により、録音びでをなかった場合、および録音内容び破損または消まされた 
場合、録音内容の補償についてはご容赦 < ださい。 

•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なおよび第兰者からのいかな 
る言青求につをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

•録り直しのきかない録音の場合は、必ずき前にためし録りをしてください。 

•お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、善作権法上、権利者に無断で使用 
でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそなえ、大切な録音 
内容は、必ず予備として、コンピューターなどになをしてください。 
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電池についての安を上のご 
ミ主意 

液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大け 
びや失明を避けるため、切下の注意事項を必 
ずお守り < ださい。 

r \ 

電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。種類によっては該当しな 
いを意事項ちあ0ます。 


充電式電池 

二カド ( Ni - Cd ) 
ニッケル水素 ( Ni - MH ) 
リチウムイオン （ Li - ion ) 


乾電池 

アルカ IJ 、 マンガン 


ポタン型電池 
U チウムなど 


I A 4£z_^| 巧電式電お、を電お、ボタン型 
1/ へ厄:映 I 電おが巧漏れしたとき 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で 
液をさわ5ない。 

. 液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの 
相談窓□(裏表紙)またはソニーサービス窓 □ 
に相談する。 

• 液び目に入ったとさは、失明の原因になること 
びあるたゆ、目をこすらず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、ただちに医師に相談 
する。 


• 液び身体やあ服についたときは、やけどやけび 
の原因になるため、すぐにされいな水で洗い流 
し、巧虜に炎をやけびの症状びあるときには医 
師に相談ずる。 

IA 危険 I 巧電式電础口ぃて 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法ながで充電 
しなし1。 

• バッテリーキヤ IJ ングケースび付属されてい 
る場合は、必ずキヤ1」ングケースに入れて携 
帯、保管する。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせたり、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
し、ところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
なし、。 

• 指定された種類の充電式電池な外は使用しな 
い。 

• 長時間使用しないときや、長時間 USB AC アダ 
プターで使用ずるときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 
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曰本国巧での巧電式電池の廃棄に 
ついて 


ニッケル水素巧電池は、 IJ サイ 
を么 クルでをます。不要になった 
Vj ^ ニッケ^ レ 水素充電池は、金属部 

Ni-MH にセ□八ンテープなどの絶縁 
m mn テ-プを p わて充電式電池リ 
サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電地の回収-1」サイクルおよび I 」 
サイクル協力店については有限責任中間 
法人」 BRC ホームページ http :// wwwjb に 
net / hp / contents / index.html を参照して 
<ださい。 


-巧電池、ボタン型電池に 

言 口 I っぃて 

• かさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児 
の手の届かないところにな管する。 電池を飲 

み込んだときは、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、ただちに医師に相談してくださ 
い。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 
• 充電しない 0 
• 火の中に入れない。 

• シヨー トさせたり、分解したり、加熱したりし 
なし、 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、な管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさや 、 USB AC アダプターで使用すると 
さち取りはずす。 


• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池 
を混だて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

\Am ポタンお電刷こ 

• 火のそばや直射曰光の当たるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
いところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
なし)。 

• 指定された種類の電池政外は使用しない。 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金 
属部分)にテープを貼るなどの処理をして、充電 
式電池 U サイクル協力店にご持参ください。 
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おの中身を巧認しよう 


本体 (1) 



表示窓に目よられているフイルムを 
剥びしてお使いください。 


ソニー単4お充電式ニッケル水素電池 (2) 


ステレオイヤーレシーパー （1) 



ウインドスクリーン （1) 



パソコン用アプリケーシヨンソフト 

Digital Voice Editor に D - ROM ) 

キヤ U ング ポーチ （1) 

充電式電池用キヤリングケース （1) 
取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

この取扱説明書で説明しているながの変更 
や改造を行った場合、本機を使巧できなくな 
ることびありますので、ごを意ください。 
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る部のなまえ 

本体(表面） 



因。（へッドホン)ジャック* 

(28、引、60ページ） 

间 ♦ (録音/一時停止)ボタン 
(26、27、37ページ） 

图 ■ (停止)ボタン(27、50、62、71ページ) 
圆(早送り）ボタン 

(26、50、引、59、71ページ） 

回(再生/停止/決定)ボタン 
(27、50、52、71ページ） 

回〜（早戻し）ボタン 

(26、50、引、59、71ページ） 

回音量 +/- ボタン(28、50ページ） 

圆与: （ IJ ピート） A-B /重要ボタン 
(53、目9ページ） 

画消去ボタン (64 ページ） 

圆ストラップ取り付け部 

(ストラップは付属していません。） 


田内蔵マイク(単一指向性）（26、33ページ) 
图巧蔵マイク（ステレオ）（26、33ページ） 
回録/再ランプ 

(17、19、26、50、79ぺージ） 

团表示窓 (13 ぺージ） 

固分割/少(ブックマーク)ボタン 
(41、58、67ページ） 

固亡!（フオルダ）/メニューボタン 
(26、50、71ページ） 
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* 付属または別売のステレオイヤーレシーバー 
をり（へッドすン）ジャックに差し込みます。 
雑音び入るとさはイヤーレシーノ く一のプラグ 
をされいに巧いてください。 



本体(裏面) 



回 スピーカー 

圆ホールドスイッチ(22、24、69ページ） 
圆ノイズカット入/切スイッチ巧7ページ) 
國 DPC (速度調整)入/切スイッチ 
(55 ページ） 

國指向性入/切スイッチ (28 ページ） 

國\(マイク）プラグインパワージャック 
(46、48ページ） 

國 •^( USB ) 端モ(16、82、105ページ） 

國電池ぶた （16 ページ） 
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表で窓 


停止/再生時 

の图图 


固 


□ P 

凍習/ピアノ協奏曲/ 

■m ■ 

-12 h 34 m 己 6sl 

006 

★★古 卜 CLP l-ShOOm 卜 

/ 〇〇 61 |'(ザ BA 、 化凹 un 


田動作モード表示 

本機の動作状態に応じて下記のよラに表 
示されます。 

■ I 圓：停止中 
■3: 再生中 

raca ： 早戻し/早送り再生中 
cnca 連続用件戻し/をり 
图フォルダ表示 

亡!：本機で録音した巧件び入るフォルダ 
亡!：パソコンからコピーした再生専用の 
フォルダ 

回経過時間、残り時間、録音日時表示 
团フオルダ名、用件タイトル名、アーテイス 
卜名、ファイル名表示 


固 電池 マーク 

巧電式電池や乾電池を使巧しているとき 
は電池残量を表ちします。 

巧電式電池を充電中にはアニメーション 
表示になります。 

固位置情報表示 

選んだ巧件番号び分子にフォルダ巧の総 
用件数び分母に表示されます。 

团 重要マーク 

用件に設定してある重要マークび表示さ 
れます。 

圓プックマーク表示 

用件にブックマークび設定されていると 
表示されます。 

图 アラーム 表示 

用件にアラームび設定されているとを表 
示されます。 

圆 U ピート表示 

み 1 : 1件用件 U ピート再生中 
み〇 :フォルダ内用件1」ピート再生中 
み ALL :全用件 U ピート再生中 
因] EFFECT 表お 

メニュー 「 EFFECT 」 の設定び表示されま 
す。 

BA1 :；><ニューで「6八551」に設定されて 
いる、低音強調モード] 

BA2 : メニューで rBASS 2」 に設定されて 
いる、低音強調モード2 
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画録音モード表示 

停止中はメニューで設定されている録音 
モードび、再を中はその巧件の録音モー 
ドび表示されます。 

Ena 、 旧の、巧百3:本機で録音した MP 3 
ファイル 

匹田、田田：本機で録音した LPCM ファ 
ィル 

113 . gni . El . :本機で録 

音した LPEC ファイル 

詳し<は29ページの r 録音モードを選ぶ」 

をご覧ください。 

パソコンなどから転送されたファイルで 
は、下記のように表示されます。 

旺巧）： 廣送された MP 3 ファイル 
B -廣送された LPCM ファイル 
EE 田：廣送された WMA ファイル 
録音モード情報を認識でをない場合は下 
記のよラに表示されます。 

B 

耐 録音感度表 7 K 

選択している録音時のマイクの感度び表 
示されます。 

- □述録音 
• 会議録音 
Mni :局感度録音 
03；音楽録音 
IMMl :マニュアル録音 


圆録音可能時間表お 

録音可能時間を時間、分、狱で表おします。 
]0時間！;(上の場合：時間 
]0分!;(上、10時間未満の場合：時間と分 
10分未満の場合：分と砂 

録音時 



画動作モード表示 

本機の動作状態に応じて下記のぶラに表 
おされます。 

田田：録音中 

:録音一時停止中に点滅 

[ sT ? g 匹巧： V 0 R 録音中 
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- VOR 録音一時停止中に点滅 
VOR 録音を ON にしているときに 
• (録音/一時停止)ボタンを押して 
録音を一時停止すると cn だけび 
点滅します。 

回 S 白の丘：シンク□録音中 
na 回 EE :シンク□録音一時停止中に 
点滅 

圃 録音レベル メーター 
回録音感度表の 

録音時、録音マイクの感度の設定び表示 
されます。 

□述録音 
ぶ； 会議録音 
ぶ I :局感度録音 
♦ろ： 音楽録音 

マニュアル録音時は録音レベルび表おさ 
れます。 

圃録音経過時間表お/プ U レコーディング 
時間表お 

録音経過時間は、100時間切上の場合は 
時間、分で表おし、100時間未満の場合は 
時間、分、砂で表示します。 

プ U レコーディング時間は、日から5砂の 
バッファした時間を表おします。 

圆 アラーム 表示 
厕 録音モード表示 

メニューで設定されている録音モードび 
表示されます。 


國 U ミッター表お 

fim : ニュー 「 LIMITER 」 の設定び 
roN 」 のと去に表あされます。 

:マニュアル録音！;(がのとをに表 
おされます。 

國 録音可能時間 
國 電池 マーク 
國 に F 表示 

rora : ニュー n_CF clow cut )」 の 

設定び 「 ON 」 のときに表示されます。 

； タニュー n_CF (LOW CUT )」 の 
設定び rOFF 」 のときに表示されます。 
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mm 


準備 1; 電源を準備する 

表示窓に貼られているフイルムを剥がしてお 
使いください。 

1 電池ぶたを矢印の方向へず6して 
開ける。 



2 単4お巧電式ニッケル水素電池(付 
属）を入れ、ふたを閉める。 



3 本機の •を ( USB ) 端子と、電源の準備 
びされたパソコンを接続し、巧電式 
電池(付属)を巧電ずる。 



充電中は、 r 接続中」と電池マークびアニメー 
シヨン表示されます。 

電池マークび r 曲!!」になったら充電完了です。 
(巧電時間：約4時間#) 

はじめてお使いになる場合や、しばら < お使 
いにならなかった場合は、なるべく電池マー 
クび r 曲田」になるまで連続して充電すること 
をおすすめします。 
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電地マークび消なしていたら充電びで去てい 
ません。手順1からやり直してください。 



* 室温で電池残量びない状態から電池を充電し 
たときの目安です。電池の残量や電池の状態 
などにより、前ページの充電時間と異なる場合 
びあります。また、充電式電池の温度び低い場 
合や、データを本機に転送中などを充電時間は 
長くなります。 


本機をパソコンか6取0はずず 

必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 
の手順で行わないと、データび破損するおそ 
れびあ0ます。 

1 録/再ランプが点滅していないこと 
を確認ずる。 

2 本機につなびれている USB ケーブル 
をパソコンの USB 端テか5取りはず 
ず。 

Windows の場合： 

タスクバーにある「八ードウェアの安全 
な取りがし」を左クリックし、 rusB 大容 
量記憶装置デノ くイス」を選びク U ックし 
て < ださい。 

Macintosh の場合： 

デスクトップの nCREC 日 RDER 」 のアイ 
コンをドラッグして、「二 fS 箱」アイコン 
の上にド□ップしてください。 

取りはずし方の詳細については、お使い 
のパソコンの取扱説明書をご覧ください。 


ぐヒント 

• USB AC アダフターを使って家庭巧電源につな 
いでを （ 105ページ)、充電でさます。 

• 電池を交換ずる際、電池をとりはずしても録音 
した巧件やアラーム設定は消えません。 

• 電池を交換する隙、電池をとりはずしてをしば 
5 くは、時計は動いています。 

B ごま意 

• 電池マーク表示部に西巧]または田31び点 
滅している場合は充電びでさません。周囲温 
度び5で〜35じの罵境で充電を巧ってくださ 
い。 

• メニューで r 詳細メニュー」の rusB 充電」び 

「 OFF 」 になっているとパソコンから充電ずる ji 

ことはでさません。設定を roN 」 にしてくださ ® 
い (80 ページ)。 ■ 

• 内蔵スピーカーで再をしているときは充電び 
でさません。 

• 充電式電池をお使いの場合、電池マークび全点 
なにならないことびあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとを 
や、電池を掠いたまま長時間お使いにならな 
かった後に電池を入れたとをには、年表示び 
点滅します。 r 準備2:時計を合わせる」の「準 
備1に続けて時計を合わせる」 （20 ページ)を 
ご覧になり、時計を合わせてください。 
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電池を巧電 / 交換ずる時期 

電池の残量びなくなって < ると、表示窓の電 
池 マークで お知らせします。 

電池残量の表示 

:待：：電池の充電/交換時期び近づいていま 
す。 

♦ 

特：：「電池残量びありません」び表示され、 
操作びでさな<なります。 



録音時 

スピーカー 

再生時り 

へッド ホン 
再生時 

LPECST 

モード*9 

約1日時間 

約16時間 

約19時間 

LPEC STLP 

q =_ k **10 

約17時間 

約16時間 

約2日時間 

LPECSP 

モ-ド… 

約17時間 

約17時間 

約21時間 

LPECLP 

モード… 

約19時間 

約18時間 

約22時間 

音楽ファイル 
( WMA 128 
kbps /44.1 kHz ) 


約16時間 

約19時間 


別売の単4形アルカ U 乾電池をお使いになれ 
まず。マンガン電池はお使いになれません。 


電池の持続時間 

巧電式電池の持続時間 >1(ソニー充電式ニッケ 
ル水素電池 NH - AAA を連続使用時） 



録音時 

スピーカー 

再を時 # 2 

へッ ドホン 
再生時 

LPCM 44/16 
モード 3 

約19時間 

約1目時間 

約20時間 

LPCM 22/16 

モ—ド4 

約17時間 

約15時間 

約18時間 

MP 3 192 k 
モード" 

約17時間 

約16時間 

約20時間 

MP 3 128 k 
モード*6 

約17時間 

約16時間 

約20時間 

MP 3 48 k 
モード 7 

約1別寺間 

約16時間 

約20時間 

LPEC STHQ 

モ-ド* 8 

約14時間 

約15時間 

約18時間 


乾電池の持続時間 >1(ソニーアルカ U 乾電池 
LR 03 ( SG ) を連続使用時） 



録音時 

スピーカー 

再生時り 

へッド ホン 
再生時 

LPCM 44/16 

モード*3 

約25時間 

約21時間 

約26時間 

LPCM 22/16 

モード4 

約23時間 

約1弓時間 

約23時間 

MP 3 192 k 

モード バ 

約22時間 

約21時間 

約26時間 

MP 3 128 k 

モ—ド*6 

約22時間 

約21時間 

約26時間 

MP 3 48 k 

モード7 

約2日時間 

約21時間 

約26時間 

LPEC STHQ 

モード*8 

約18時間 

約20時間 

約24時間 

LPEC ST 

モード * g 

約20時間 

約21時間 

約25時間 

LPEC STLP 

モード 10 

約22時間 

約21時間 

約27時間 
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録音時 

スピーカー 
再を時 # 2 

へッ ドホン 
再生時 

LPEC SP 

モード11 

約22時間 

約22時間 

約28時間 

LPEC LP 

モー ド… 

約26時間 

約24時間 

約30時間 

音楽ファイル 
( WMA 128 
kbps /44.1 kHz ) 


約2別寺間 

約25時間 


*' 電池持続時間は使用条件によって短くなる場合 
びあ0ます。 

W 音量レベルを20に設定し、内蔵 スピーカーで 音楽 
を再生した場合。 

*3 LPCM 44/1 日モード：本磯で録音した LP 〔 M ファ 
イ Jk ステレオ高音質モード 
"4 LPCM 22/16 モード：本磯で録音した LPCM ファ 
イ Jk ステレオ長時間モード 
W MP 3 192 k モード:本磯で録音した MP 3 ファイル、 
ステレオ高音質モード 

MP 3 128 k モード:本磯で録音した MP 3 ファイル、 
ステレオ標準モード 

W MP 3 48 k モード：本磯で録音した MP 3 ファイル、 
モノラル標準モード 

が LPECSTHQ モード： LPEC ステレオ高音質モード 
# 9 LPECST モード： LPEC ステレオ標準モード 
#|^ PECSTLP モード： LPEC ステレオ長時間モード 
til LPEC SP モード： LPEC モノラル標準モード 
*12 LPEC LP モード： LPEC モノラル長時間モード 


アクセス中のごま意 

画面上にデータベース更新中のアニメーシヨ 
ンと r データベース更新中..」表示び出てい 
る間や、本体上部の緑/再ランプびオレンジ 
で点滅またはホで点なしている間は、メモ 
1」一へアクセス中です。アクセス中は、電池 
対まずしたり 、 USB AC アダプター(別売)を 
扳を挿ししたりしないでください。データび 
破損するおそれびあります。 

Q ごま意 

用件数び多いと、データベース更新中のアニメー 
シヨンと r データベース更新中..」表示び長時間 
表おされることびありますび、故障ではありませ ji 
ん。表示び消えるまでお待ちください。 ^ 


19 


準備 2; B き計を合わせる 



アラーム機能を使巧したり、録音した曰時を 
記録するためには、本機の時計を合わせてお 
<必要びあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとさ 
や、電池を损いたまま一定期間お使いになら 
なかったあとに電池を入れたときは、「時計を 
設定して < ださい」び表示された後、年表おび 
点滅します。 


準備1に続けて時計を合わせる 

1 年月日と時分を合わだる。 

I ◄◄または w ボタンを巧して、年、 
月、日、時、分の順で数宇を還び、 
►►■ボタンを巧して巧定ずる。 


II 計設定 


匹 y 1 m 1 d 0 :00 


「実行中..」の表示び出て、時計合わせび 
終わります。 

2 停止画面に戻ずには ■ (停止)ボタン 
を押ず。 


メニューを使って時計を合わせる 

停止中にメニューを使って時計を合わせるこ 
とびでをます。 


1 メニュー画面で r 時計設定 J を選ぶ。 

任) 亡!/ メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


詳細メニュ- 


録音モ-卜| 


録音感度 


^■ 131 ^ 192 ；^ 

虐議 4 ▼ 
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@ I ◄◄またはボタンを押して、「詳細 
メニュー」を選び、►-■ボタンを押し 
て決定する。 

感 I ◄ィ またはボタンを押して、「時計 
設定」を選び、►-■ボタンを押してミ夫 
定する。 

I 外部入力還択 IM に IN 叫 


時計鼓走 II 自動 


時刻表示形式 124 時間 


2 W ◄またはボタンを押して、 r 自 
動」または r 手動」を選び、►■ボタ 
ンを f 甲して決定ずる。 



r 自動」を選んだ場合：本機をコンピユー 
夕 一につないで 付属のアプ IJ ケーシヨ ン 
ソフト Digital Voice Editor を起動すると、 
コンピューターの時計に自動的に合わせ 
ます。 

r 手動」を選んだ場合は次の手順に進んで 
ください。 


3 I ◄◄またはボタンを押して、 
r 09 y 1 m 1 dj を選び、►■ボタンを 
押して決定ずる。 



4 年月日と時分を合わせる。 

W またはボタンを押して、年、月、日、 
時、分の順で数字を選び、►-■ボタンを 
巧してミ夫定する。 



r 実行中..」の表示び出て、時計合わせび 
終わります。 

5 停止画面に戻ずには ■ (停止)ボタン 
を押ず。 


•さ-ヒント 

•じ]/メニューボタンを巧すと、1つ前の操作 
に戻ることびでさます。 

• 時計の時刻表おお式はメニューで ri 2 時間」と 
「24時亂に切り換えることびできます。 ri 2 時 
間」に設定した場合は、 「 AM 」、 rPM 」 び表示さ 
れます。 
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n ごま意 

それぞれの手順の間を1分な 上 あけると、時計合 
わせびキャンセルされ、通留の表示に戻ります。 

現在時刻を表示ずるには 

あールドスイッチを矢印の方向にずらすと現 
在時刻び表示されます。 


^ HOLD 1:23 


準備3 :用透に合わせた 
録音設定をする 

会議録音の場合 

• r 録音感度」を「ぷ(会議設定)」または「イ!！ 
(高感度設定)」に設定する （3 1ページ)。 

• 特定方向の発言者の声を録音する場合は、 

本機の指向性入/切スイツチを「入」に設定 
する (28 ページ)。 

• プ□ジエクターなどのノイズを低減するに 
は ri_CF ( LOWCUT ) (□-カツトフィル 
夕)」を rON 」 に設定する （38 ページ)。 

• 本機を付属のスタンドに置いて録音すると、 
テーでレなどからの振動音を低減し、ノイ 
ズのみない聴をやすい録音になります。 
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楽器や音楽録音 

• r 録音感度」を「音楽♦ろ」に設定する (3] 
ページ)と、音のひずみを防ざながら大去な 
音は大をく、ルさな音はかさく自然な抑揚 
のある音楽録音びでをます。また、「マニュ 
アル」に設定すると、録音レベルを手動で調 
節でをまず (32 ページ)。 

•「 LIMITER 」 を rON 」 に設定すると突発的に 
大をな音の入力びあった場合に音びひずむ 
のを防ざます (34 ページ)。 

• 本機を付属のスタンドを使って=脚(別売） 
に取り付けると、本機や内蔵マイクの角度 
をより正確に調節でをます。 


音源 



本機の表示窓を上に向けて、 
內蔵マイクが音源に向くよ 
ラに設置ずる。 


云脚(別売) 


□述録音(音声認識)の場台 

• r 録音感度」を r □述ク」に設定する (31 
ぺージ)。 

• 本体の指向性入/切スイッチを r 入」に設定 
する (28 ページ)。 

• 別売の音声認識ソフトウェアで音声を文字 
に変換(テキスト変換)する場合は「録音 
モード」を LPCM 、 MP 3、 LPECCLP モード 
除く）に設定する。 （29 ページ)。 


謙 
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n ごま意 

• にレコーダーに対応している音声認識ソフト 
ウェアについては、にレコーダー-カスタマー 
ヴポートページをご覧<ださい。 

http://www.sonv.co.jp/ic-rec-suppo け 

• にレコーダーで録音した音声をテキストに変 
換する前に、話し手の発音や話しかたのくせを 
学習させる必要びあります。これを「トレーニ 
ング」と呼んでいます。 r トレーニング」のち法 
は音声認識ソフトウェアのヘルプをご覧くだ 
さし、 

• 認識精度を高ゆるたゆ、マイクび常に□か52 
〜3センチの位置になるよラににレコーダー 
をお持ちください。 

• 息の音び録音されないよラに、□の正面ではな 
く、やや横になるよラに本体をお持ちください。 

• 認識精度を確保ずるため、なるべく静かな場所 
を選んで録音して < ださし、。 

• を議録音などで複数の人の声を録音した場合、 
音声認識することはでさません。 


電源を入/切する 



本機をお使いにならないとさは、電源を切る 
ことで電池の消耗を抑えることびで去ます。 


電源を切るには 

停止中にホールドスイツチを矢印の方向へず 
らすと、鍵マークと 「H 日 LD」 と時刻び表示さ 
れたあとに「電源オフ」び表示されます。 
しばらくたつと表おび消灯して電源び切れま 
す。 
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電源を入れるには 

ホールドスイッチを矢印と逆方向へずらすと 
電源び入ります。 

をヒント 

• 長時間ご使巧にならない場合は、電源を 
切ってお<ことをおすずめします。 

• 電源を入れて停止状態のままおよそ10分経過 
ずると自動的に表示び消えます。（ボタンを巧 
せば、操作でさます。） 


録音 


用件を録音する 



1 フォルダを還ぶ。 

©亡!/ メニューボタンを押してフオル 
ダ選択画面を表おする。 

® I◄ィまたはボタンを押して録音し 
たいフオルダを選び、►-■ボタンを押 
して決定ずる。 

2 録音を始める。 

©停止中に ♦ (録音/一時停止)ボタンを 
押す。 


録/再ランプび赤く点灯します。 

(>< ニュー 「 LED 」 を rOFF」 に設定して 
いるとをは点なしません (79 ページ)。） 
♦ (録音/一時停止)ボタンは、録音中 
ずつと押し続ける必要はありません。 
新しい用件は自動的に一番最後に録音 
されます。 

⑤巧蔵マイクに向かって話す。 
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3 録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 

今録音した用件のはじめで停止します。 

なヒント 

• あらかじめ、ためし録りをしてから、録音する 
ことをおすすゆします。 

• お買い上げ時には5個のフォルダび作られてし、 
ます。ひとつのフォルダには最高999の巧件 
び録音でさます。 

• Digital Voice Editor を使うと、新しし、フォル 
ダを作ったり、フォルダを消去することびでき 
ます (87 ページ)。 

• 録音中にホールドスイッチを矢印の方向にず 
らすと、すべてのボタン操作びできなくなり、 
誤操作を防止します。 

H ごま意 

• パソコンを使って作成した 巳 □フォルダでは、 
録音びできません。 b フォルダで録音ボタン 
び巧されると自動的に録音可能なフォルダに 
なむ 、そのフォルダの最終用件として録音され 
ます。 

• 録/再ランプび赤またはオレンジに点灯-点 
滅中は電池をはずしたり 、 USB AC アダフター 
を抜を挿ししたりしないで<ださい。データ 
び破損ずるおそれびあります。 

• 録音中、本機に手などびあたったり、こすった 
0すると雑音び録音されてしまラことがあ0 
ます。ご注意ください。 

• 録音を始める前に必ず電池の残量を確認して 
ください （18 ページ)。 


• 録音感度を「口述 ♦ M 、 r 尝議ぶ」、「高感度 
および r 音楽 ♦ろ」 に設定して録音しているとさ 
は、 LIMtER 設定は働きません。 

• 長時間録音途中の電池交換を避けたいとさは、 
別売の USB AC アダプターをお使いください 
(105 ぺージ)。 

• 録音モードを混在して録音した場合、最大録音 
時間は任意に変化します。 


その他の操作 


録音を一時停 
止する* 

• (録音/一時停止)ボタンを巧ず。 
録音一時停止中は録/再ランプびホ 
<点滅し、 m (録音一時停止)表示 
び点滅します。 

録音一時停止 
を解除する 

ちラー度 ♦ (録音/一時停止)ボタン 
を押す。 

先ほど録音していた用件に続けて録 
音することびでをます。(録音一時停 
止媛、録音を攝けず、停止するときは、 
■ (停止)ボタンを押します。） 

今歸音した 
ばかりの巧件 
を聞<>^ 

►-■ボタンを巧ず。 

録音び解除され、今録音した用件の 
はじめから間くことびでをます。 

早戻し 
(レビュ ー) 
再生する ft 

録音中または録音一時停止中に W ィ 
ボタンを長押しする。 

録音び解除され、今録音したところ 
び早戻し（レビュー)巧をされます。 

W ィボタンを離すと、離したところ 
から再をび始まります。 


* 録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停 
止は解除され、録音停止になります。 

** マニュアル録音時は操作でをません。 
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録音中の音をモニターずるには 

ステレオイヤーレシーバーを CM ヘッドホ 
ン）ジャックにつないで、モニターします。 

イ ヤーレシーバーからの 音量 (モニター 音量） 
は、音量+、ーボタンを押して調節します。 
録音される音量に影響はありません。 

マイクの指向性を切り換える 

指向性入/切スイッチを「入」にすると、指向 
性マイクをむけた方向の音を中むに録音でを 
ます。講演や会議での発表者など、特定の方 
向の音を録音する場合に便利です。 

指向性入/切スイッチを「入」にすると、単一 
指向性マイクを使巧するため、ステレオ録音 
モード （ LPCM 44/16、 LPCM 22/16、 MP 3 
192 k 、 MP 3 128 k . STHQ 、 ST 、 STLP ) び選 
ばれている場合でち、モノラル録音となりま 
す。 

列部マイクを接続していると去は、指向性 
入/切スイッチは働をません。 
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指向性入/切スイッチを「切」にずる。 




録音モードを選ぶ 



本機での録音は 、 LPCM (リニア PCM )、 

MP 3、 LPEC の3種類のコーデックに対応し 
ています。それぞれのコーデックは政下のよ 
ラな特長びあります。 

LPCM ( U ニア PCM ) : WAV ファイルとも呼 
ばれ、音声を圧縮せずに MP 3/ LPEC より高音 
質な録音び可能です。一方ファイルサイズび 
大去くパソコンへの転をに時間びかかり、に 
レコーダーでの録音時間は MP 3/ LPEC より短 
<なります。楽器練習など特に音質を重視し 
た録音の場合におすすめです。 


MP 3 :音声を圧縮する一般的な方式で、をく 
のパソコン環境で再生び巧能です。録音した 
内容をメールでをったり、他の人と共有する 
場合におすずめです。 

LPEC :音声を圧縮するソニー独自の方式で、 
良い音で長時間の録音び巧能です。付属のア 
プリケーシヨンソフト "Digital Voice Editor " 
での再生-編集や MP 3 /WAV へのフォーマツ 
卜変換び巧能です。録音した内容をパソコン 
で編集することび多い場合におすすめです。 
また LPEC 方式で録音した場合には「ブック 
マーク」「重要マーク」などのマーキングびで 
さます。 

停止中にメニューで用途に応じた録音モード 
を選ぶことびでをます。 

お買い上げ時、「録音モード」は rMP 3 圓 I 
に設定されています。 

1己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 

2 I ◄◄またはボタンを押して、 r 録 
音モード J を選び、►-■ボタンを押 
して決定ずる。 


詳細に]- 1 

|> ,. * 


IAI »| l 92 kH 

録音感度 1 

I 会議4 ， 
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3 w ◄またはボタンを押して、お 
望の録音モードを選び、►■ボタ 
ンを巧して決定ずる。 



LPCM 44/16:ステレオ (44.1 kHz /16 bit 
WAV ) ステレオ音声で CD 相当の高音質 
な録音びでをます。 

LPCM 22/16 :ステレオ (22.05 kHz / 

1 6 b け, WAV ) ステレオ音声で高音質な 
長時間の録音びでをまず。 

MP 3 192 k :ステレオ (44.1 kHz /192 
kbps , MPEG 1 Layer 3) ステレオ音声で 
局音質な録音びでをます。 

MP 3 128 k :ステレオ (44.1 kHz / 

128 kbps , MPEG 1 Layer 3) ステレオ音 
声で録音びでをます。 

MP 3 48 k :モノラル (44.1 kHz /48 kbps , 
MPEG 1 Layers ) モノラル音声で録音 
びでをます。 

LPEC STHQ :ステレオ高音質モード 
(44.1 kHz / じ8 kbps ) ステレオ音寅で 
局!音質な録音びできます。 

LPEC ST : ステレオ標準モード 
(44.1 kHz /48 kbps ) ステレオ音声で録 
音びでをます。 
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LPEC STLP :ステレオ長時間モード 
(44.1 kHz /24 kbps ) ステレオ音声で長 
時間の録音びでをます。 

LPECSP :モノラル標準モード 
(16 kHz /16 kbps ) 

LPEC LP :モノラル長時間モード 
ほ kHz / 目 kbps ) 音質を重視しない簡易 
な録音、メモ録音は LP モードで長時間 
お使いになれます。 

4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを絵了ずる。 

B ご注意 

録音中は r 録音モード j の切り換えはできません。 

録音可能時間について 

最大録音時間は、全フォルダ合わせて表のと 

お0です。 


に D - SX 800 


LPCM 44/16 

LPCM 22/16 

MP 3 192 kbps 

モード 

モード 

モード 

3時間10分 

目時間25分 

23時間巧分 


MP 3 128 kbps MP 3 48 kbps 

LPEC STHQ 

モード 

モード 

モード 

35時間2日分 

弓4時間4日分 

34時間55分 




LPEC ST モード LPEC STLP 

モード 

LPEC SP モード 

弓 2 時間 15 分 

177 時間 40 分 

281 時間 20 分 

LPEC LP モード 

750 時間 15 分 



に D - SX 900 

LPCM 44/16 

LPCM 22/16 

MP 3 192 kbps 

モード 

モード 

モード 

6 時間 25 分 

12 時間 50 分 

47 時間 30 分 


MP 3128 kbps MP 3 48 kbps LPEC STHQ 
モード モード モード 


71 時間 15 分 

19 別き間 5 分 

70 時間 10 分 


LPEC ST モード LPEC STLP 

モード 

LPEC SP モード 

185 時間 20 分 

3% 時間が分 

時間 40 分 


LPEC LP モード 

1,505 時間 55 分 


録音感度を選ぶ 



停止/録音時に ニューで録音感度設定を切 
り換え、巧途に合わせて、内蔵マイクの感度を 
選ぶことびでをます。 

お買い上げ時、 r 録音感度」は「会議ぶ」に設定 
されています。 

1 亡!/メニューボタンを長 f 甲しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 
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2 I ◄◄またはボタンを押して、 r 録 
音感度 J を選び、►■ボタンを押し 
て決定ずる。 


録音トト'’ 

IMP 3 旺の * 



LCFdOW CUT ) 

[OFF ， 


3 W ◄またはボタンを押して、録 
音感度を選び、►■ボタンを押し 
て決定ずる。 



□述 夕： □述録音など、マイクを□元に 
近づけて録音したり、近くの音や大き 
い音を録音するときに使巧します。 

会議ぶ：会議室での録音やインタビュー 
など、通常の会話や巧ち合わせの音声 
を録音するとをに使巧します。 

高感度:にい尝議室での録音など、遠 
くの音やルさい音を録音するとをに使 
用します。 

音楽 ♦ろ： 音のひずみを防ぎなびら自然 
な抑揚のある録音びでをます。楽器や 
音楽録音に適しています。 

マニュアル：録音レベルを手動で調節で 
をます。 


4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 


マニュアル録音 


內蔵 

マイク 


録/再 
ランプ 



メニューで r 録音感度」を「マニュアル」に設定 
すると、音源の状態に合わせて録音レベルを 
手動で調整することびで去ます。 

1 メニューの r 録音感度」で r マニュア 
ル J を選ぶ。 

詳しくは「録音感度を選ぶ」 （3 1ページ)を 
ご覧ください。 





2 フォルダを還ぶ。 

©亡!/ メニューボタンを押してフオル 
ダ選択画面を表おする。 

® I ◄ィまたはボタンを押して録音し 
たいフオルダを選び、►-■ボタンを巧 
して決定する。 

3 ♦(録音/-時停止)ボタンを長押し 
ずる。 

録音スタンバイ状態になります。マイク 
の音び入ると、表示窓の録音レベルメー 
ターび動をます。 

4 W ◄またはボタンを押して、音 
源の状態に合わせて、録音レベルを 
調整ずる。 

録音する音源の最大レべ J レび録音レベル 
表示で- 12 dB を目まに、音源にあった適 
切な範囲に調節して録音をします。 

四五表示び出たとさは音びひずみます 
ので、四丑び表示されないレベルまで 
W ボタンを押して録音レベルを下げて 
ください。 


OVE 帰示 

録音ずる音量の最大レ 
ベルが- 12 dB 付近にな 
るよラに調整ずる。 


\«またはボタンを押し続けると連 

続して録音レベルを変えることびでをま 

す。録音レべルはレべル；>^ーターの下に 

数字でち表示されます。 i 

邮 

5録音状態に合わせた設定をずる。 ■ 

メニュー項目で、必要に応じて 「 LiMrrER 」 

(34 ぺージ)や n_CF (LOW CUT )」（38 
ページ)などの録音に関係ある設定をし 
ます。 

6録音を始める。 

©♦ (録音/一時停止)ボタンを押す。 

録/再ランプび赤く点なし、 「 REC 」 び 
表おされます。 

♦ (録音/~時停止)ボタンは、録音中 
ずっと押し続ける必要はありません。 

⑤巧蔵マイクに向かって話す。 

7録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押す。 
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をヒント 

マニュアル録音時の録音レベル設定は、録音び終 
了した媛や他の録音感度設定(□述夕など）に 
切り換えた後を、保持されますので、次回同じ設 
定でマニュア J レ録音を開始することびでさます。 

n ごま意 

•マニュアル録音時は、 VOR 録音 (39 ページ)は 
でさません。 

•マニュアル録音中は、►-■ボタンを押してを、 
今録音したばかりの用件を間くことはできま 
せん。 


音のひずみを防ぐため 
に入力を調整するーリ 
ミッタ-機能 



停止/録音時に ニューで設定びでをます。 
「 LIMITER 」 を rON 」 にすると、マニュアル録音 
時、突発的な大音量び入力された場合でち音 
びひずまないよラに、最大入カレベル UTH こ 
調整するための機能です。 

音の過大な部分は最適なレベルに自動で調整 
され、音のひずみを防ざます。 
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お買い上げ時、 「 LIMITER 」 は rONj に設定され 
ています。 

1亡!/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W ◄またはボタンを押して、 r 詳 
細メニュ ー J を選び、►-■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


巧-ム 

> A 



録音トト'’ 

IV 1 P 3 匹回] ▼ 


3 W ◄またはボタンを巧して、 
「 LIMITER 」 を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


USB 巧電 

ION ‘ 



PRE REC 

Hoff ， 


4 W ◄またはボタンを押して、 
「 ONJ を選び、►■ボタンを押して 
ミ夫定ずる。 






OFF 


5 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 


B ご注意 

録音感度設定び、 r □述ク」、 r 会議ぶ」、「高感度 
および r 音楽 ♦ろ」 の場合、 LIMPTER 設定は働 
さません。 

リミツター機能を解除ずるには 

刮 I 頁4で 「 LIMITER 」 を rOFF 」 にします。 
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録音開始のかし前か 6 
録音す るープ IJ レコー 
デイング機能 



停止時にメニユー rPREREC 」 を rON 」 に設定 
して、録音を一時停止にしておけば、一時停止 
中に〇〜5秒間分の音をメモ U —に保存する 
ことによって、♦(録音/一時停止)ボタン 
を押す日〜5砂前の音から録音を開始するこ 
とびでさます。インタビューや野が録音など、 
急な録音機会を逃したくない場合に便利です。 


お買い上げ時 、 rPRE REC 」 は rOFF 」 に設定さ 
れています。 


5抄間分メモリーに保巧される 






• 觸音/-時停止） 
ボタンを長巧しして 
録音スタンパイ 

♦ (録音/-時停止)ポ 
タンを巧ず 
-録音開始 


1 己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 

2 I ◄◄またはボタンを押して、「詳 
細メニュー」を選び、►■ボタンを 
f 甲して決定ずる。 


アラ-ム 

>_: 



録音トト'‘ 

MP 3 EEaa ， 


3 I ◄◄またはボタンを巧して、 
「 PRERECI を選び、►■ボタンを 
巧して決定ずる。 


LIMITER ION 


PRE REC lOFF 


シンク□録音 に FF 
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4 w ◄またはボタンを押して、 
「 ONJ を還び、►■ボタンを押して 
決定ずる。 



5 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 

6 フオルダを還ぶ。 

©亡!/ メニューボタンを巧してフオル 
ダ選択画面を表おする。 

® W またはボタンを押して録音し 
たいフオルダを選び、►-■ボタンを巧 
して決定する。 

7 ♦(録音/一時停止)ボタンを長押し 
ずる。 

録音スタンバイ状態になります。 

プ1」レコーディングび開始され、最大5秒 
前の音声を蓄積していをます。 


蓄積した時間を表示ずる。 


8 • (録音/一時停止)ボタンを f 甲ず。 

録音スタンバイび解除され、手順7で蓄積 
した音声から継続して録音び開始されま 
す。 

9 録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 

Q ご注意 

• 内蔵マイクを使ってプ U レコーディングをし 
ようとずると、♦(録音/一時停止)ボタンを 
巧ずとさに雑音び入る場合びあ0ます。プ U 
レコーディングをする場合は外部マイクを 
使って録音することをおすすゆします。 

• 録音巧能時間び10秒ホ満になるとプ U レコー 
ディングはでさません。 

• 手順7の録音スタンバイ状態び60分技上続< 

とスタンバイ状態び解除され、録音停止になり 
ます。 
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• 手順 8 を行ラ前に録音を停止した場合、メモ 
U —に蓄積されたフ1」レコーディングした音 
声は保をされません。 

プリレコーディング機能を解除ずるに 
は 

手順4で rPRE REC 」 を rOFF 」 にします。 


ほい周波数の音をカット 
ずる一 LCF (LowCut 
Filter ) 機能 



停止/録音時に ニューで設定びでをます。 
「に F (LOW CUT )」 を 「 ON 」 にすると、 

200 Hz 拟下の低い周波数の音をカットし、プ 
□ジェクターなどのフアンノイズや風切り音 
を軽減することで、音源をよりク I 」アに録音 
でをます。 
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お買い上げ時、 n_cF (1_〇\/\/(：りで」は「〇ドド」 

に設定されています。 

1 巳/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W ◄またはボタンを押して、 

「に F (LOW CUT )」 を選び、►■ボ 
タンを押してミ夫定ずる。 


1 録音感度 

会議 4 叫 

iLCFdOW CUT) 

OFF 11 

IVOR 



3 W ◄またはボタンを巧して、 
「 ONJ を選び、►■ボタンを押して 
ミ夫定ずる。 


匹 RLOWCLTOI 弓 FF 


■Sm OFF 


音がしたとを自動録音す 
る一 VOR 録音 



4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 

に F (Low Cut Filter ) を解除するには 

手順3で n_CF CLOWCUT )」を^ OFF 」にしま 
す。 


ある大きさ切上の音をマイクび拾ラと自勸的 
に録音び始まり、音びルさくなると録音び一 
時停止するよラに設定することびでをます。 
お買い上げ時、 rvoR 」 は roFF 」 に設定されて 
います。 
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1 亡]/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W ◄またはボタンを押して、 
「 VORJ を選び、►■ボタンを押し 
て決定ずる。 

|LCF(LOWCUT)|OFF ^ 


VOR _ [OFF 


表示切り換え I 癌 過時間 


3 W ◄またはボタンを巧して、 
「 ONJ を選び、►■ボタンを押して 
決定ずる。 




1 W 

OFF 


4 ■(停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了ずる。 

5 ♦(録音/一時停止)ボタンを押ず。 

fTT ^ と匹田び表示されます。 

マイクで拾ラ音び一定レベル切下までルさく 
なると、匹巧と ni 健 f 音一時停止)び点滅 
して、 VOR 録音び一時停止状態になります。 
VOR 録音一時停止状態のと刮こ、マイクび一 
定レベル上の大去さの音を拾ラと、 VOR 録 
音び再開されます。 


VOR 録音を解除ずるには 

手順3で rvOR 」 を rOFF 」 にします。 


Q ご注意 

• VOR 機能は周囲の環境に左ちされまず。げ況 
に合わせて録音感度を切り換えて< ださい。 
録音感度を切0換えてわ思いどお0に録音で 
さないとさや、大切な録音をするとさは、; 

ニューで rvoR 」 を roFF 」 に設定してください。 

• VOR 録音中に ♦ (録音/一時停止)ボタンを巧 
して録音を一時停止すると nn だけび点滅 
します。 

• シンク n 録音中 (47 ぺージ)、マニュアル録音中 
(32 ページ)、プリレコーディング中 (36 ぺ一 
ジ)は VOR 機能は働さません。 
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録音の透中で分割して 2 
つの用件として録音す 
る一 分割新規録音 



続けて録音しなびら新しい用件として録音す 
ることびでをます。 


録音中に分割/*^ボタンを f 甲ず。 

分割をおすアニ ーシヨンび表示されます。 
押したところから新しい巧件番号びつ去、2 
つの用件として録音されます。録音は途切れ 
ずに続けて録音されます。 

[ 用件] ] 届件2 [ 用件3 

▲ 

用件分割 
用件 2 と用件 3 は 
続けて録音される 


ぐヒント 

録音一時停止中でを用件分割でさます。 


〇ご注意 

• 用件を分割するには、メモ1」一に一定の空き容 
量び必要です。詳しくは r システム上の制約」 
り04ぺージ)をご覧ください。 

• フオルダに用件び99弓件ある場合は分割する 
ことびでさません。 

• 分割した用件を本機では再結合ずることはで 
をません。 

• 用件のはじめから 0.5 秒までは用件分割はでを 
ません。 

• 用件を分割した場合、前の用件の最後と後の用 
件の最初の音びわずかに切れることびありま 
す。 

• シンク n 録音 (47 ページ)中は用件を分割する 
ことはでさません。 

• 録音中に頻繁に用件分割してから次の操作を 
したとき、緑/再ランプび点滅し、操作を受け 
付けるまでの時間び長くなることびあ0ます 
び、故障ではあ0ません。ランプび消えるまで 
お待ちください。 
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録音巧みの用件に追加 
録音ずる 



メニューで追加録音を選んで (76 ページ)、巧 
件を再生中にその巧件に追加して録音するこ 
とびでさます。再生中の用件の最後に再生中 
の巧件の一部として追加されます。 


用件3再生中 



み 


追加録音後 



追加した内客 


あらかじめ、追加録音したい用件を選んでく 
ださい。 

1亡!/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


2 I ◄◄またはボタンを押して、「虐 
加/上書を」を選び、►■ボタンを 


巧して決定ずる。 



3 I ◄◄またはボタンを押して、「虐 
力日 J を還び、►■ボタンを押してミ夫 
定ずる。 
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4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 


5追加される用件を再生中に♦(録音 
/一時停止)ボタンを f 甲ず。 

「追加録音しますか？[録音]ボタンで実 
巧」び表示されます。 

再生については50ぺージをご覧くださし、。 


ヒ6アノ協奏 ffl 002/500 

追加録音しますか？ 
[録音] r タンで実行 


6手順 5 の表示がされている間に ♦ 
(録音/一時停止)ボタンを押ず。 

録/再ランプびホに変わって、録音び始 
まります。 


7録音を止めるには ■ (停止)ボタンを 
押ず。 


n ご注意 

• 用件または音楽びファイルサイズの上限 
( LPCM ファイルの場合は 2 GB 、 その他の場合 
は 1 GB ) を超えているときは、追加録音はでき 
ません。 

• LPCM ファイルや MP 3 ファイルで本機で録音 
していないちのには追加録音でさません。 

• 手順5で ♦ (録音/-時停止)ボタンを巧してか 
らちラー度巧すまでに10分政上経過してし 
まったら、手順5からやり直してください。 


録音巧みの用件の透中 
か5上書を録音する 



六ニューで上書を録音を選んで (76 ページ)、 
巧件の中の指定した場所から、新しい用件を 
上書を録音でをます。すでに録音してあった 
部分は消まされます。 
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上書き録音を始めたい場所 


， 

し 

1用件2 


用件3 1用件4 


/ 

^用件2で消去 


/ 

心 される部分 

， 

. / 


用件2 

1用件3 

1 用件4 


用件2に上書!録音された部分 


あらかじめ、上書を録音したい用件を選んで 
<ださい。 

1亡!/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W ◄またはボタンを巧して、 r 追 
加/上書き J を選び、■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


1再生トト'' 1こ！ -1 



フオルタ"内消去|> 

▼ 


3 I ◄◄またはボタンを押して、「上 
書を」を選び、►■ボタンを巧して 
決定ずる。 


B 加/上書さ (OFF 


4 ■(停止)ボタンを巧してメニュ ー 
モードを絡了ずる。 

5上書をされる用件を再生中に♦(録 
音/一時停止)ボタンを f 甲ず。 

r 上書を録音しますか？[録音]ボタンで実 
行」び表おされます。 

再生については50ページをご覧 < ださい。 


ピアノ協奏巧 002/500 

上書さ録音しますか？ 
[録音]ホ'‘タンで実行 


6手順 5 の表示が表示されている間に 
♦ (録音/一時停止)ボタンを押ず。 

録/再ランプび赤に変わって、録音び始 
まります。 

7録音を止めるには■(停止)ボタンを 
押す。 
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n ごま意 

• LPCM な外のファイルの場合、用件または音楽 
びファイルサイズの上限 （1 GB ) を超えている 
ときは、上書き録音はできません。ただし、 
LPCM のファイルの場合は、用件または音楽び 
ファイルサイズの上限 C 2 GB ) を超えていると 
さでち、上書さ録音の位置び先頭からファイル 
サイズの上限を超えていなければ、上書さ録音 
びでさます。 

• LPCM ファイルや K /1 P 3 ファイルで本機で録音 
していないものには上書さ録音できません。 

• 手順5で ♦ (録音/-時停止)ボタンを巧してか 
らちラー度巧すまでに10分政上経過してし 
まったら、手順5からやり直してください。 


か部7イクをごないで 
録音する 



•さ-ヒント 

あらかじめ、ためし録りをしてから、録音するこ 
とをおすすめします。 
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停止中に列部マイクを\(マイク） 
ジャックにつなぐ。 

画面に r が部入力選択」び表示されます。 

I ◄◄またはボタンを押して、 
rM に INJ を選び、►■ボタンを押 
して巧をずる。 


外部入力選択 


AUDIO IN 


3 • (録音/-時停止)ボタンを押す。 

内蔵マイクは自動的に切れ、が部マイク 
の音を録音します。 

入カレベルび適正ではない場合は、本機 
のマイク感度の設定を変更してください。 
プラグインパワー対応のマイクを使ラと、 
マイクの電源は本機から供給されます。 

n ごま意 

外部入力選択び表おされない場合にはメニュー 
で設定してください(71、78ページ)。 

をお使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレットコンデンサーマイク n 
ホン（ステレオマイク） ECM - CS 1 日、 ECM - 
CZ 10 (別売)などをお使いいただけます。 


電話機や携帯電話の音青を録音す 
るには 

別売の電話録音用マイク ECM - TL 1 を使ラと、 

電話機や携帯電話での自分と相手の声を録音 

することびでをます。 

電話の受話器をあてる側の耳にイヤホンを 

セットし、プラグをマイクジャックに接続し 

てお使いください。 

Q ご注意 

• 録音する場合には、本機と接続後、通話状態と 
録音レベルをご確認の上ご使用ください。 

• 呼び出し音、発信音を録音した場合、を話びル 
さい音で録音されることびあ0ます。そのよ 
ラな場合には、通話状態になってか5本機を録 
音状態にしてください。 

• 電話機の種類、回線の状況によって VOR 機能び 
働かないことびあります。 

• 本機を使って通話録音をした場合、万一、これ 
5の不都合により録音されなかった場合は、一 
切の責任を負いません。 
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他の機おの音声を録音 
する 


シンク□録音機能を使って録音すると、2秒た ( 
上無音の部分が続いた場合、録音は一時停止状 
態になり、次に音を感知したところから新しい 
巧件として録音します。 



CD プレーヤーなど他の機器の音声を本機に録 
音することによって、パソコンを使わなくても、 
音楽ファイルを作成することびできます。 


ぐヒント 

あらかじめ、ためし録りをしてから、録音するこ 
とをおすすめします。 


シンク□録音機能をほつて録音す 
る 


1 己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 


2 I ◄◄またはボタンを押して、「詳 
細メニュー」を選び、►■ボタンを 


押して決定ずる。 

[75^ [： 


詳細に:!- 


録音トト’ 


^P3EEaa , 


3 I ◄◄またはボタンを押して、「シ 
ンク□録音」を選び、►■ボタンを 
巧して決定ずる。 


PRE REC IQFF 


シンク□録音 Toff 


外部入力選択 I 师 C IN 
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4 w ◄またはボタンを押して、 
「 ONJ を選び、►■ボタンを押して 
決定ずる。 




1W 

OFF 


5 ■(停止)ボタンを押して、メニュー 
モードを終了ずる。 


6停止中に他の機器を本機につなぐ。 

他の機器の音声出力端子(ステレオ S 二 
ジャック）を別売のソニー製オーディオ 
コード*を使って、本機の\、（マイク） 
ジャックにつなざます。 

画面に r が部入力選択」び表示されます。 

7 W ◄またはボタンを押して、 
「AUDIO INJ を選び、►■ボタンを 
押して決定ずる。 




M に IN 


じ "" 1【WWI 


• (録音/-時停止)ボタンを押ず。 

na 回 EE び点滅してシンク□録音び一 
時停止の状態になります。 


9つないだ機器で再生を始める。 

因 a 困 IB び表示され、シンク□録音び 
開始されます。 

2砂上無音の部分び続くと、 m 田西び 
点滅して、シンク□録音び一時停止巧態にな 
ります。シンク□録音一時停止状態のとをに. 
次に音を感知したところから新しい用件と 
して、シンク□録音び再開されます。 

B ご注意 

• シンク n 録音中は、分割新規録音 (41 ページ)、 
録音一時停止 (27 ページ)、 VOR 録音 (39 ペー 
ジ)、フ1」レコーディング (3 目ページ)はでをま 
せん。 

• ご使用の機器によっては、音声入カレベルの違 
いなどによ0シンク□録音機能び正常に動作 
しない場合びあります。 


シンク□録音機能をほわずに録音 
する 

1 己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

ニュー画面び表示されます。 
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2 w ◄またはボタンを押して、 r 詳 
細メニュー J を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


巧-ム 

\> _: 



録音トト'' 

IMP 3 匹の ▼ 


3 W ◄またはボタンを押して、 r シ 
ンク□録音 J を還び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 


PRE REC IOFF * 
外部入力選択に IN ▼ 


4 W ◄またはボタンを巧して、 
「 OFFJ を選び、►■ボタンを押し 
て決定ずる。 



5 ■(停止)ボタンを押して、メニュ ー 
モードを終了ずる。 

6停止中に他の機器を本機につなぐ。 

他の機器の音声出力端子(ステレオ S 二 
ジャック）を別売のソニー製オーディオ 
コード#を使って、本機の\、（マイク） 
ジャックにつなざます。 

画面に r が部入力選択」び表示されます。 


7 I ◄◄またはボタンを押して、 
「AUDIO IN 」 を選び、►■ボタンを 
押して決定ずる。 



8 ♦(録音/一時停止)ボタンを f 甲ず。 

内蔵マイクは自動的に切れ、つないだ機 
器の音声を録音します。 

9つないだ機器で再生を始める。 


4お使いになれる才ーデイオコード(別売) 

本機側 接続巧機器側 

RK - G 13 弓ステレオ S ニプラグ S ニプラグ 
(モノラル） 

RK - G 136 ステレオ S ニプラグステレオ S ニプラグ 



Q ご注意 

• 入カレベルび適正ではない場合は、手順6で他 
の機器のへ ツ ドホン端子(ステレオミニジ ヤツ 
ク）を使って本機と接続し、つないだ機器側で 
音量を調節してください。 

• 外部入力遇択び表示されない場合にはメニュー 
で設定してください(71、78ページ)。 
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再生 


用件を再をする 



1フォルダを還ぶ。 

① 亡!/ メニューボタンを巧す。 

运 ) I ◄ィまたはボタンを押して、フォ 
ルダを選び、►-■ボタンを押して決定 
する。 

2 I ◄◄またはボタンを押して、聞 
をたい用件を選ぶ。 


3 ►■ボタンを巧して、再生を始める。 

録/再ランプび緑に点なします。 

(メニュー 「 LED 」 を 「 OFF 」 に設定してい 
るときは点なしません (79 ページ)。） 

4音量+、ーボタンを押して音量を調 
即する。 

5再生を止めるには■(停止)ボタンを 
巧ず。 
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をヒント 

再生中にホールドスイツチを矢印の方向にずら 
すと、すべてのボタン操作びでさなくなり、誤操 
作を防止します。 


高音質で再生ずるには 

• イヤーレシーバーで 聞く： 

付属のステレオイヤーレシーバーを 
0 (へッドホン）ジャックにつないでくだ 
さい。スピーカーからは音び出なくなり 
ます。 

• ベ部 スピーカーで 聞く： 

別売のアクティブ スピーカーを 打（ヘッド 
ホン）ジャックにつないで < ださい。 


聞をたいところをすばやく探ずには 
-イージーサーチ 機能 

；><ニューの中で「イージーサーチ」を roN」 に 
設定しておくと、再生中にまたは！◄◄ボ 
タンを何度か押して聞をたいところまで早 
送り、早戻しをして聞 < ことびでさます (76 
ページ)。I◄ィボタンを1回巧すごとに約3寺少 
前、ボタンを1回巧すごとに約1日砂先を 
再生します。会議録音などで、聞去たいとこ 
ろをすばやく探すのに便利です。 


再生中に早送り/早戻しずるには 
(キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）：再生中にボタンを押 
したままにして、聞きたいところで離しま 
す。 

. 早戻し（レビュー）：再生中に！◄ィボタンを 
押したままにして、聞きたいところで離し 
ます。 

最初は少しずつ早をり/早戻しされるので、 

] 語分だけ戻したり、送ったりして聞きたい 
とさに便利です。押し続けると、高速での早 
送り/早戻しになりまず。 


ぐ最後の用件の終わりまで再生または早送 
り（キュー)すると 

• 最後の用件の終わりまでまると、 「MESSAGE 
END」 表示び5秒点打します。 

点な中は録/再ランプは緑に点灯しています 
(再を音は聞こえません)。 

•「MESSAGE END」 と録/再ランフび消えると、 
最後の用件の頭に戻って止まります。 

•「MESSAGE END」 の点打中に！◄ィボタンを巧 
したままにずると、早戻しされ、離したところ 
から再生び始まります。 

• 最後の用件び長時間の用件の場合で、用件中の 
後ろの方を探して再をしたい場合は、ボ 
タンを巧し続けていったん用件の最後まで早 
送りして、 「MESSAGE END」 表示の点灯中に 
I◄ィボタンを巧して聞さたいところまで早戻 
しして探ずと便利です。 

• 最後の用件政がの場合は、次の巧件の頭に送つ 
てから再生中に早戻しすると素早<探せます。 
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その他の操作 


再生の途中、 
その位置で停 
止する 

■ (停止)ボタンまたは►-■ボタン 
を巧ず。 

ちラー度►-■ボタンを押すと、止め 
たところから再生び始まります。 

今間いている 
用件の頭に 
房る* 

W ボタンを短く1回巧ず。** 

前の巧件、 
さらに前の 
用件に戻る 

W ボタンを短 < 何回か巧ず。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻りまず。） 

巧の巧件に 
進む* 

►►1ボタンを短く1回巧す。** 

さらに次の 
用件に進む 

►►1ボタンを短 < 何回か巧ず。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻ります。） 


* プックマーク (58 ぺージ)を設定してある場合は、 
巧件の頭ではなく、ブックマークの位置まで進み 
/戻ります。 

** メニュー「イージーサーチ」び 「 OFF 」 に設定され 
ている場合の操作です （76 ぺージ)。 

1 件リピート再生 

再生中に►-■ボタンを長押しします。 
re 占1」び表示されます。 

通常再生に戻るには、►-■ボタンを押します。 


再を方法を巧える(巧を 
モー ド） 



メニューで巧途に応じた再生モードを選ぶこ 
とびでをます。 

1己/メニューボタンを長 f 甲しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 
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2 I ◄◄またはボタンを巧して、「再 
生モード」を選び、►-■ボタンを巧 
して決定ずる。 


イ - シヴ-チ lOFF 


再生トト'' _1 


追加 / 上書をに FF 


3 W ◄またはボタンを巧して、 
ri j 、 r 亡 !」、 「ALU お 1J 、 

己_|または「^^： ALU を選び、 
►■ボタンを押して決定ずる。 



1 msm ALL ► 


1 

1件用件を再生ずる。 

亡！ 

フォ) レダ内の巧件を連続再生する。 

ALL 

全巧件を連続再生する 

与1 

1件用件を1」ピート再生ずる。 

<=^己 

フオルダ内の用件を U ピート 
再生する。 

c^ALL 

全用件を U ピート再生する。 


必要な部分だけを再をする 
— A - B リピート 



1再生中に与 A-B/ 重要ボタンを押 
して、 A 点を指定ずる。 

「 A-B B ?」 び表示されます。 


4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 


2もう一度与 A-B/ 重要ボタンを巧 
して、 B 点を指定ずる。 

rci ： A - B 」 び表示されて、指定した区間び繰 
り返し再生されます。 
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A - BU ピート再生を止めて通常の再生 
に戻すには 

►-■ボタンを押します。 

A - BU ピート再生を停止するには 

■ (停止)ボタンを押します。 

A - BU ピートの節囲を変えるには 

A - BU ピート再生中にもラー度与: A-B /重要 
ボタンを短く押すと、手順1に戻り、新しい A 
点び設定されます。手順2にがって B 点を指 
定します。 

n ごま意 

• 用件のはじゆから 0.5 秒までと終わりから 0.5 
秒までの間では A 点、 B 点の設定はできません。 
• ブックマーク設定前媛の 0.5 秒の間では A 点 、 B 
点の設定はでさません。 


再を速度を調整する 
- DPC 【デジタル•ピッ 
チ•コント□—ル)機能 



再生速度を+200%から-巧％の間で調整で 
きます。その際、音程はデジタル姐理により、 
自然に近いレベルで再生します。 
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1 DPC (速度調整)入/切スイッチを 
r 入 J にずる。 

2己/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

3 W ◄またはボタンを押して、 
「 DPC 」 を選び、►■ボタンを押し 
て決定ずる。 


表示切り換え I 鞋過時間 


DPC 1;30% 


ホ''イスアツ ： r Toff 


4 w ◄またはボタンを f 甲して、再 
生速度を調整ずる設定値を選び、 
►■ボタンを押して決定ずる。 

+設定では「十10」刻みで、一設定では 
「一 5」 刻みで設定します。 


PPC 




5 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 


低音を強調する 



メニューで再生する音楽によって適したな音 
レベルを設定します。の蔵スピーカーで再生 
している場合には設定は働さません。 


通常の再生速度に戻ずには 

DPC (速度調整)入/切スイッチを「切」にし 
ます。 
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1 亡]/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W ◄またはボタンを巧して、 
「 EFFECT 」 を選び、►■ボタンを巧 
してミ夫定ずる。 


ホ"イスアツ r 

IOFF 

▲ 



■ 

イ-グ-ヴづ 

1 ら FF 



3 W ◄またはボタンを押して、お 
好みの音質を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定ずる。 



BASS 1 

低音が強調されます。 

BASS 2 

低音び更に強調されます。 

OFF 

EFFECT 機能は働をません。 


巧音を低減して音声を 
聞をやす<する 
-ノイズカット機能 



4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 

a ごま意 

ノイズカッ ト 入/切スイッチび「入」になってい 
る場合は、 「 EFFECT 」 機能は働きません。 


録音した音声を聞をやすくするために、音声 
帯域には影響の出ない低域と高域の雑音を低 
減して、音声をより聞をやす< します。 

内蔵スピーカーで再生している場合にはノイ 
ズカツト機能は働をません。 
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再生中にノイズカツト入/切スイッチ 
を r 入 J にずる。 


I fl 電子機器などの 

[ _ 1|高域ノイズ 



人の声をより聞を 
やず<します 


プ□ジ I クタ ーの 
フアン ノイズなど 
のほ域ノイズ 


n ごま意 

• ノイズカット入/切スイッチび r 入」になって 
し、る場合は、 「 EFFECT 」 機能は働きません。 

• 録音した音声の状態によって、効果に違いびで 
る場合びあります。 

ノイズカット機能を解除ずるには 

ノイズカット入/切スイッチを「切」にします。 


かさな音ち聞をやすい 
大まさで再をするーデ 
ジタルボイスアップ機能 



再生中にメニューで r ボイスアップ」を「弱」、 
ま口が強」に設定することによって、聞き取 
りにくいルさな音を聞去やすい大きさに自動 
調整して再生することびでさます。 
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1 己/メニユーボタンを長巧しして、 
メニユーモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


2 W ◄またはボタンを押して、 r ボ 
イスアップ J を選び、►■ボタンを 
押してミ夫定する。 



3 W ◄またはボタンを巧して、 

「弱 J 、 または r 強」を選び、►■ボタ 
ンを f 甲して決定ずる。 


11、、イス7ッフ。 lOFF 


弱：ボイスアップ機能の効果をルさくし 
ます。 

強：ボイスアップ機能の効果を大きくし 
ます。 

OFF : ボイスアップ機能を無効にします。 


ブック7—クを設定する 



ブックマークは用件の途中で設定し、再生時 
に利用します。設定で去るブックマークの数 
は1つの巧件に1つずつです。 


4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 

ボイスアツプ機能を解除ずる 

手順 3 で「ボイスアップ」を 「 OFF 」 にします。 


再生中、または停止中にプックマークを 
つけたい場所で分割/^(ブックマー 
ク）ボタンを長押しする。 

少表示ロックマーク）び 3 回点滅し、プック 
マークび 設定されます。 
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すでにブックマークの設定された巧件に新た 
に設定すると、ちいプックマークは解除され、 
新しい位置にプックマークび移動します。 

ブックマークの位置か6再まを始める 
には 

停止中に！◄◄またはボタンを押します。 
プックマーク表示び1回点滅したら、►-■ボ 
タンを押します。 

ブックマークを削除ずるには 

1 亡!/ メニューボタンを長巧しして、メ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

2 W またはボタンを押して、「ブック 
マーク消去」を選び、►-■ボタンを押し 
て決定する。 

「プックマークを消去しますか？」と表おさ 
れます。 

3 W またはボタンを巧して、 r はい」を 
選び、►-■ボタンを押して決定する。 
ブックマ—クミ肖去のアニメーションと「消去 
中..」び表示され、設定したブックマークは消 
去されます。 

4 ■(停止)ボタンを押してメニューモード 
を終了する。 


Q ご注意 

• MP 3 ファイル、 LP 〔 M ファイル、 WMA には設 
定でさません。 

• 用件の先頭や終端にはブックマークの設定び 
でさません。 
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本機の音声を他の機巧 
で録音する 


音声入力端子へ 



他の機器で本機の音声を録音ずる場合は、本 
機の0 ( へッドホン)ジャックと他の機器の 
音声入力端デ(ステレオ S ニジャック）を、別 
売のソニー製オーディオコード 4 を使ってつ 
なざます。 


1本機の(ヘッドホン)ジャックと 
他の機器の音声入力端子を、別売の 
ソニー製オーディオコード#を使つ 
てつなぐ。 

2本機の►■ボタンを巧して再生状態 
にし、同時に、つないだ機器の録音ボ 
タンを押して、録音状態にずる。 

本機の巧件び他の機器に録音されます。 

3録音を止めるには、本機の■(停止） 
ボタンを押し、つないだ機器の停止 
ボタンを押ず。 

4お使いになれる才ーディオコード(別売） 

ラインインを使って接続するとをは、;欠の抵 
抗なしオーディオコードをお使いください。 

本機側 接続巧機器側 

RK - G 13 弓ステレオミニプラグミニプラグ 
(モノラル） 

RK - G 136 ステレオ S ニプラグステレオ S ニプラグ 

ぐヒント 

あらかじめ、ためし録りをしてから、録音するこ 
とをおすすゆします。 
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巧望の時刻に再ををお 
める ー アラーム再を 



あらかじめ設定した時刻にアラーム音ととち 
に巧件を再生でをます。 

特定の曰付を指定したり、毎週同じ曜日や毎 
曰同じ時刻に再生するように設定でをます。 


1 アラーム 再生したい用件を表示さ 
せる。 

2 アラーム 設定をずる。 

©巳/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 

⑤メニュー画面で「アラーム」を選び、 
►-■ボタンを巧してミ夫定する。 


用件移動 

|> 

▲ 




詳細にュ- 

1> 

▼ 


③ I ◄◄または w ボタンを巧して、「新 
規」を選び、►-■ボタンを押して決定 
する。 



3アラーム再生したい日時、時刻を設 
定ずる。 

任) M ◄または W ボタンを巧して、旧 
時」、「月曜曰」や r 火曜曰」など設定した 
し、曜日、または r 毎日」を選び、►■ボ 
タンを押してミ夫定する。 
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® I ■日時 J を選んだ場合： 

「時計を合わせる」 （2 日ページ)に従って 
年月日、時刻を設定します。「実行 
中..」の表示び出て、設定された内容 
び表示されます。 

曜日や悔日」を選んだ場合： 

M ◄またはボタンを押して「時」を 
選び、►-■ボタンを押して決定し、 

M ィまたはボタンを押して「分」を 
選び、►■ボタンを押して設定します。 
「実行中..」の表示び出て、設定された 
内容び表示されます。 

メニューを終了すると「("りび表示されて、 
選んだ用件にアラームび設定されます。 

4 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを終了ずる。 

設定した時刻になると 

約10砂間アラーム音び鳴り 「 ALARM 」 び表示 
されて、選んだ巧件の再生び始まります。 
再生び終わると、自動的に停止します(アラー 
ム再生した用件の頭に戻ります)。 

アラーム 再生された用件をち ラー 度聞 
ぐには 

►-■ボタンを押すと、その用件のはじめから 
再生されます。 
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用件が再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に ■ (停止)ボタ 
ンを押します。ホールドスイッチび入ってい 
てち止められます。 

設定内容を変更ずるには 

1メ ニュー 「アラーム」一 r アラー ムー 
覧 J を選び、►■ボタンを押してミ夫 
定ずる。 

アラームー覧び表示されます。 

2 I ◄◄またはボタンを押して、変 
要したい設定を還び、►■ボタン 
を押して決定ずる。 

3 I ◄◄またはボタンを押して r 変 
更 J を選び、►-■ボタンを押してミ夫 
定ずる。 

4「日時 j 、 r 月曜日 J や r 火曜日」など曜 
日、または「毎日 J など、変更したい項 
目を選び、►■ボタンを巧して巧 
定ずる。 

5曰時と時刻を選び、►-■ボタンを 
巧して決定ずる。 

读行中..」の表示び出て、変更された内 
容び表示されます。 

6 ■(停止)ボタンを押してメニュ ー 
モードを路了ずる。 



設定の客を解除ずるには 

「設定内容を変更するには」の手順3で「解除」 
を選び、►-■ボタンを押して決定します。「ア 
ラームを辭除しますか？」び表おされます。 

I ◄ィまたは w ボタンを押して「はい」を選び、 
►-■ボタンを押して決定するとアラームは 
解除されます。表示窓のアラーム表示び消え 
ます。 


• メニュー操作中にアラーム設定時刻になった 
とさはメニュー操作び中止され、アラームび鳴 
り始めます。 

• アラーム設定した巧件を用件分割した場合、分 
けた時点より前の巧件にのみアラーム設定さ 
れます 

• アラーム設定した巧件を消去すると、用件に設 
定されたアラームち一緒に解除されます。 


n ごま意 

• 1件の用件には1個のアラームしか設定でさま 
せん。 

• 時計を合わせていない場合や、用件び録音され 
ていない場合は、アラーム設定はでさません。 

• フオルダ表示がご：!になっているとさはア 
ラーム設定びできません (85 ページ)。 

• メニューで「ビー刀を rOFF 」 に設定していて 
をアラームび鳴0ます。 

• 録音中に アラーム 設定した時刻になった場合 
は、 R " り表示のみび点滅し、録音を終了したと 
さに アラームび 鳴り始めます。 

• 消去中にアラーム設定した時刻になった場合、 
消去び終了後にアラームび鳴ります。 

• データ更新中にアラーム設定した時刻になっ 
た場合は、そのアラームは自動的に破棄されま 
す。 

• 2つ切上のアラーム設定時刻になった場合は、 
時刻の早いちの用件のみアラームび鳴ります。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を終了 
した後ち解除されません。 

. アラーム再生中に別の用件の設定時刻になっ 
た場合、用件の途中で次のアラーム再生び始ま 
0ます。 


理 
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編集する 


用件を消去する 

録音した用件を1件ずつ、または1つのフオル 
ダ巧の全用件を一度に消去でさまず。 

n ごま意 

一度消去した内容はちとに戻すことはでさませ 
ん。ごミ主意ください。 

1件ずつ消去する 



停止中または再生中に消したい用件だけを消 
去でをます。 

巧件を消すと、次の巧件び自動的に繰り上が 
るので、間に空白部分は蔑りません。 

1消去したい用件を再生中に消まボタ 
ンを巧ず。または、停止中に消去ボ 
タンを長 f 甲しずる。 

用件タイトル、巧件番号、 r 消まします 
か？[消去]ボタンで実行」び表示され、用 
件の再生び始まりまず。 

2「消去しまずか？[消ま]ボタンで実 
行 J が表示されている間に消去ボタ 
ンをちラー度 f 甲ず。 

r 消去中..」び表示され、胤牛び1件消去、 
政降の巧件番号び繰り上びります。 

消去を止めるには 

手順1で■(停止)ボタンを押します。 

他の用件を消去するには 

手順1から2を繰り返します。 

ひとつの用件の一部分だけ消去ずるには 

巧件分割で消去する部分としない部分に分け、 
消去したい部分の用件番号を選んで手順1と 
2の操作をします。 
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フオルダの中身を一度にミ肖去ずる 



1 停止中に消去したいフォルダを遇 
ぶ。 

2 己/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュ ー画面び表示されます。 


3 I ◄◄またはボタンを押して、 

「フオルダの消去」を選び、►■ボ 
タンを押して決定ずる。 

「フオルダ内全消去しますか？」と表示さ 
れます。 



4 I ◄◄またはボタンを押して、「は 
しりを選び、►■ボタンを押してミ夫 
定ずる。 

I LJ 練習 002/5001 

フ ォルタ’' 内全消去しますか？ 

L _ 画材〜 いいぇ J 

消去のアニメーシヨンと「消ま中」び表 
おされ、選んだフォルダ内の全巧件は消 
去されます。 

5 ■(停止)ボタンを巧してメニユ ー 
モードを路了ずる。 

途中で消去をやめるには 

手順4で「しル1え」を選び、►-■ボタンを巧し 
てミ夫定します。 


謙舰叫か 
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用件を別のフォルダに巧 
動する 



n ごま意 

• フォルダ表示が 亡! になっているとさは用件 
の移動はできません (85 ページ)。 

•亡! へ用件の移動はでをません。 


1 移動したい用件を遇ぶ。 

2 己/メニューボタンを長巧しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


3 I ◄◄またはボタンを巧して、「用 
件移動」を選び、►■ボタンを巧し 
てミ夫定ずる。 


移動したい巧件び再生されます。 


7、ツクマ-州 


厨な誦 


アラ-ム 


消去 J [> A 


4 I ◄◄またはボタンを押して、移 
動巧のフオルダを選び、►■ボタ 
ンを押して決定ずる。 



FOLDER 01 


FOLDER 02 


FOLDER 03 


001/002 


002/500 


012/020 ▼ 


读行中..」び表示され、移動先フォルダ 
の最終巧件の位置に巧件を移動します。 


移動すると、ちとのフオルダからその用 


件はなくなります。 


5 ■(停止)ボタンを巧してメニュ ー 
モードを絵了ずる。 
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途中で用件の移動をやめるには 

手順4の前に ■ (停止)ボタンを押します。 





用件をふたつに分ける 
-用件分割 


再生中に用件を分割して、その場所に新しい 
用件番号び付けられます。会議など1件の巧 
件び長時間になったとをなどに、複数の巧件 
に分割しておくと再生したい場所びすばやく 
探せ、便利です。分割したい巧件び入ってい 
るフォルダの用件数び弓9弓件になるまで、ま 
たは、亡!フォルダび5個ある場合は、全用件数 
び1012件になるまで、用件を分割でをます。 


1再生中に分割/少ボタンを押ず。 

用件タイトルまたはファイル名と巧件番 
号と一緒に「分割しますか？[分割]ボタ 
ンで実行」び表示されます。 

2分割//ボタンを押ず。 

分割アニメ ーシヨ ンと「分割中...」び表 
おされて、新しい苗件番号びつを、な降の 
用件番号はひとつずつ送られます。 


1用件1 

用件2 

用件3 



'〇 用件分割 



1用件1 

用件2 1用件3 

用件4 



用件番号が1つずつ増える 

B ごま意 

• 用件を分割するには、メモ1」一に一定の空き容 
量び必要です。詳しくは r システム上の制約」 
り04ぺージ)をご覧ください。 

• 用件タイ Kik アーティスト名は分割した媛ろ 
の用件ち同じになります。 

• 重要マーク （68 ページ)の付いた巧件を分割し 
た場合、分割した媛ろの用件にち同じ重要マー 
クび付さます。 

• ブックマークの位置で分割した場合はブック 
マークは消去されます。 

• 分割した後ろの巧件の録音曰時は分割位置の 
録音曰時とな0ます。ただし、本機で録音した 
LPCM ファイルや MP 3 ファイルを分割した場 
合は、分割した媛ろの用件の録音日時は分割ず 
る元の用件の録音曰時となります。 



謙舰叫か 
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• A - BU ピート中や 1 件 U ピート中に分割すると、 
1」ピート設定は辭除されます。 

•手順1の後、10秒経過した場合は、わう一度手 
順1からやり直してください。 

. 本機で録音されたファイルな外(バソコンなど 
で転送した LPCM ファイルや MP 3 ファイルや 
WMA ファイル)は分割できません。 

• 分割した用件は再結合でさません。 

• 頻繁に用件分割をずると、分割びでさなくなる 
ことびおります。 

• アラーム設定した用件を分割すると、分割した 
後ろの巧件にはアラーム設定は残りません。 

• 用件のはじゆから 0.5 秒までと終わりから 0.5 
秒までの間では巧件分割はできません。 

• ブックマーク設定位置の前後 0.5 秒の区間では 
用件分割でさません。 

• フオルダ表示び亡!になっているときは、用件 
分割できません。 

用件分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として巧件番号びついて 

いるので、巧件番号を探すとさと同様に W 

または W ボタンを巧して再生する部分を探 

して < ださい。 


用件に重要順位をつける 
—重要 マー ク 



「★★★」（最重要)、「★★」、「★」の3種類の重 
要マークをつけてほかの巧件と区別すること 
びでをます。停止中または再生中に操作びで 
さます。 
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1 重要マークをつけたい用件を表示を 
せる。 

2 csA - B /重要ボタンを長巧しずる。 

★マークび点滅します。 

3 女マークを追加ずるには、 c ^； A - B / 
重要ボタンをちラー度長押しずる。 

ボタンを長押しするたびに切下の順に設 
定されます。 

P 重要マークなし一★一 ★★一 ★★★-! 


B ごま意 

• LPCM ファイル、 MP 3 ファイル、 WM 冉ファイ 
J レには重要マークは付けられません。 

• フォルダ表示が亡]になっているとさは、重要 
マーク設定びでさません。 


誤操作を防止する 
-ホールド機能 



誤動作を防止するには、録音、再生中にホール 
ドスイッチを矢印の方向にずらします。下記 
の表おび3砂間表示され、すべてのボタンび 
操作できなくなります。 


面さ ） HOLD 1:23 


誦»叫か 
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ホールドを解除ずるには 

表示を出し、操作できるようにするには、ホー 
ル ドスイツチを矢印と反対の方向にずらしま 
す。 


n ごま意 

録音中にホールドにした場合、録音を止ゆるには、 
まずすールドを解除してください。 

を ホール ド中でも アラー ム再生は止められ 
ます。 

アラーム 再生時、 アラーム 音や用件再をを止ゆる 
ときには ■ (停止)ボタンは使えます。（通常の用 
件再生は停止でさません。） 


70 




ゾニューのほいかた 



1 己/メニューボタンを長押しして、 
メニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されます。 


詳細メニ:!- 

> " 

綺恩 SSH 

1 田 | ： K|192kB 

録音感度 

会議4 ， 


I ◄◄またはボタンを押して、設 
定したい項目を選び、►■ボタン 
を押して決定する。 


録音 モ-ド 

IMP3EEaa ▲ 



LCRLOWCUT ) 

Toff ， 


またはボタンを押して、設定 
し、►-■ボタンを押してミ夫定ずる。 



4 ■(停止)ボタンを押して、メニュ ー 
モードを路了する。 

Q ご注意 

約1分間なにをしないと、メニューモードび自動 
的に終了し、通常の画面に戻ります。 

1つ前の画面に戻るには 

六ニュー操作中に亡！/ニューボタンを巧 
します。 

メニュー操作を違中で中止ずるには 

■ (停止)ボタンを押します。 


讓碟がが巧叫か—乂 mil — 


71 




ゾニューー覧 


メ ニュー 

動作 モード(〇 : 設定巧能/-:設定不可） 一 

停 

再 

生 

中 

録 

軍 

設定堤目 

—止 

中 

録音モード 

MP 3 Ed ， MP 3 ED 、 MP 3 巧加、 LPCM ^ B 、 





LPCM 而而‘ LPEC lO , LPEC E 3、 …に田!3、 

i _ PEcEi、LPEC see 

〇 

— 

— 

録音感度 

□述ク、会議♦:、高感度♦:、音楽♦ろ、マニュアル 

〇 

- 

〇 

l_CF (LOW CUT ) 

ON、OFF 

〇 

- 

〇 

VOR 

ON、OFF 

〇 

- 

〇 

表示切 D 換え 

経過時間、残り時間、録音曰時 

〇 

〇 

- 

DPC 

n % (n = - 巧〜+2日日） 

〇 

〇 

- 

ボイスアップ 

弱、強 、 OFF 

〇 

〇 

- 

EFFECT 

目 AS 引、目 ASS 2 、OFF 

〇 

〇 

- 

イージーサーチ 

ON、OFF 

〇 

〇 

- 

再生モード 

し巳 、 ALL (^し与亡!、 c^ALL 

〇 

〇 

- 

追加/上書さ 

追加、上書定 、 OFF 

〇 

- 

- 

フォルダ内消去 

フォルダ内全消去しますか？^はい、しル'!え 

〇 

- 

- 

ブックマーク消去 

ブックマークを消ましますか？ はレ、いレえ 

〇 

- 

- 

用件移動 

移動先フォルダ 

〇 

〇 

- 

アラーム 

新規、アラームー覧^変更、解賺 

〇 

- 

- 

詳細メニュー 


〇 

- 

〇 

LIMITER 

ON、OFF 

〇 

- 

〇 

PRE REC 

ON . OFF 

〇 

- 

- 

シンク□録音 

ON、OFF 

〇 

- 

- 

列部入力選択 

M に IN、AUDIO IN 

〇 

- 

〇 

時計設定 

自動、手動 

〇 

- 

- 

時亥!!表示形式 

12 時間、 24 時間 

〇 

- 

- 
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メニュー 

動作モード(〇 :設定巧能/-:設定不可 ）一 

停 

再 

生 

中 

録 

軍 

設定頂目 

—止 

中 

フォー マット 

全てのデータを消去しますか？ ^はい、いいえ 

〇 

- 

- 

ビープ 

ON、OFF 

〇 

- 

- 

LED 

ON、OFF 

〇 

- 

- 

バックライト 

10 秒、 60 秒 、 OFF 

〇 

- 

- 

USB 巧電 

ON . OFF 

〇 

- 

- 
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メ ニュー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

参照 

ぺージ 

録音モード 

音質などを設定しまず。 

29 


MP 3 : 

MP 3 : 

モノラル標準録音。 

ステレオ標準録音。 



MP 3 IE 23* 

LPCM 

ス了レオ高音質録音。 

ステレオ長時間録音。 



lpcmEEJB 

ス了レオ局音質録音。 



LP に oa : 

モノラル長時間録音。 



LPB ： EI : 

モノラル標準録音。 



LPEC 日田: 

ステレオ長時間録音。 



LP に El : 
LPB ： 田 JB : 

ステレオ標準録音。 

ス了レオ高音質録音。 


録音感度 

録音感度を設定しまず。 

31 


□述 夕： 

口述録音など、マイクを□元に近づけて録音した D 、 近く 
の音や大きい音を録音するときに使用します。 



会議ぶ> : 

広いを議きでの録音など、遠くの音やルさい音を録音す 
るとさに使用します。 



高感度 イ! ； 
音楽々*: 

より高感度にひずみのない音で録音でさます。 

音楽など楽器の特性ををかした録音ずるのに適していま 
す。 

録音レベルをお好みに設定して録音でさます。 



7 ニュ ァル： 


LCF (LOW CUT ) 

1_び (Low Cut Filter ) 機能を設定して、低し、周放数の音をカツトし、 

プ□ジェクターなどのノイズや風切り音を軽減ずることで音声をより 
クリアに録音でをまず。 

ON : に F 機能を設定します。 

OFF * : LCF 機能を解除します。 

38 
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メ ニュー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

参照 

ぺージ 

VOR 

VOR (Voice Operated Recording) 機能を設定しまず。 

ON : ある大きさな上の音をマイクび拾ラと自動的に録音び始ま 

り、音びかさくなると録音を一時停止します。 ♦ (録音/- 
時停止)ボタンを巧して、録音を始ゆると VOR 機能び働きま 
す。 

OFF * : VOR 機能は働きません。 

39 


n ごま意 

r 録音感度」び r マニュアル」に設定されているときは VOR 機能は働きま 
せん。 


表示切0換え 

停止/再生中の表示モードを設定しまず。 

経過時間*:1巧件の経過時間 
残り時間：1巧件の残り時間 
録音曰時：録音した曰時 


DPC 

DPC (Digital Pitch Control) の設定をしまず。 

DPC (速度調整)入/切スイッチを r 入」にした場合、再生速度を、 

+200%か5-75%の範囲で調節をします。+設定では r + 10」刻みで、 

一設定では r 一 5」刻みで設定されます。 

(-30%*) 

54 

ボイスアップ 

聞を取りにくいルさな音を聞をやずい大きさに自動調整して再生ずる 
設定をしまず。 

弱：ボイスアップ機能の効果をルさ< します。 

強：ボイスアップ機能の効果を大さ< しまず。 

OFF * :ボイスアップ機能を無効にします。 

57 


crcT 

が 


が 

巧 

叫 

か 


y 

II 

M 
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メニユー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

参照 

ぺージ 

EFFECT 

再生時のほ音効果を設定しまず。 

BASS 1 :ほ音び強調されます。 

BASS 2 :ほ音び更に強調されます。 

OFF * : EFFECT ■機能は働きません。 

55 


H ごま意 

内蔵スピーカーで再生しているときには EFFECT 機能は働きません。 


イージーサーチ 

イージーサーチを設定しまず。 

ON : 再を中、 w ボタンを巧すと、約1日秒進め、 W ィボタンを巧 

すと、約3秒戻ります。を議録音などで、間さたいところをす 
ばや < 探すのに便利です。 

OFF * :イージーサーチ機能び働きません。1◄ィまたは►►■ボタンを 
巧すと、用件を送り/戻しします。 

51 

再生モード 

再ホモードを設定しまず。 

1: 1件用件を再生し、再生終了後に停止する。 

亡!*:フォルダ内の用件を連続再をし、再生終了後に停止する。 

ALL : 全巧件を連続再生し、再生終了媛に停止する。 

Ci ：1 :1件用件をリピート再をする。 
ctEn :フォルダ内の用件を1」ピート再生する。 

与: ALL :全巧件を U ピート再生する。 

52 

追加/上書を 

追加録音、上書き録音を設定しまず。 

追加：追加録音を設定します。 

上書き：上書き録音を設定します。 

OFF * :追加録音も上書き録音もしません。 

42、43 

フォルダ内消去 

選んだフォルダの中身をずべて消去しまず。 

ミ肖去する前に、 亡!/ 方ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、消去 
するフォルダを選んでから、メニュー操作にしてください。 

はい： r 消去中」び表示され、選んだフォルダの中身びミ肖去されます。 
いいえ*:ミ肖去はキャンセルされます。 

65 
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メニュー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

参照 

ぺージ 

プックマーク消去 

選んだ用件のブックマークを解除しまず。 

消去する前に、亡!/^ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、消去 
するブックマークびついた用件を選んでから、メニュー操作にして < だ 
さし、 

はい： r 消去中...」び表示され、選んだブックマークび消去されます。 
いいえ*:ミ肖去はキャンセルされます。 

58 

用件移動 

選んだ巧件を選んだフォルダに移動しまず。 

移動する前に、亡!/^ニューボタンを巧してフォルダを表示させ、移 
動したい用件を選んでか!3、用件移動メニュー操作をして < ださい。 

66 

アラーム 

アラーム再をを設定しまず。 

新規*: 日時(再生を始める日時を設定します)、日曜日、月曜 

日、火曜日、水曜日、木曜日、金曜日、±曜日、毎日(それ 
ぞれ再をを始める時刻を設定します） 

アラームー覧：すでに設定してある番号、曰時、時刻を表示します。 

変更：選んだ日時、時刻を蜜要します。 

箱除：選んだ日時、時刻の再をを解除します。 

61 

詳細メニュ ー 



LIMITER 

マニュアル録音時に突発的な大音量が入力した場合、音のひずみを防ぐ 
ために入力を自動的に調碧しまず。 

ON * : LIMITER 機能を設定します。 

OFF : LIMITER 機能を解除します。 

34 


a ごま意 

r 録音感度」び r マニュアル」に設定されているとさに有効です。 


PRE REC 

録音を開始ずる前の〇〜 5 秒分の音をメモリーに保をずることによつ 
て、 ♦ (録音/一時停止)ポタンを押ず〇〜 5 秒前の音か 5 録音を開始 
ずることがでさまず（プリレコーディング機能)。 

ON : プ IJ レコーディング機能を設定します。 

OFF * :プ U レコーディング機能を解除します。 

36 


藥碟がが巧叫か—乂 mil — 
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メニュー 

設定項目 （#: 巧期設定） 

参照 

ぺージ 

詳細メニュー(つづき） 

シンク□録音 

2 粗んソ上無音の部分が続いた場合、録音は一時停止状態になり、次に音 
を感知したところか 5 新しい用件として録音しまず。 

ON : シンク n 録音機能を設定します。 

OFF * :シンク n 録音機能を解除します。 

47 


n ごま意 

オーディオコードをつないで、 r 外部入力選択」メニューで 「AUDIO IN 」 
を選んだ場合にシンク n 録音びできます。 


外部入力選択 

マイクジャックか曰録音ずるが部入力を選択しまず。 

M に IN * : 外部マイクをつないだとさに選びます。 

AUDIO IN :オーディオケーブルなど、が部マイク政外のわのをつな 
いだときに選びます。 

45 

時計設定 

自動*:本機をコンピューターにつないで 、 Digital Voice Editor を 
超動すると、コンピューターの時計に自動的に合わせます。 
手動：件」旧」旧」 r 時」 r 分」をそれぞれ設定して時計を合わせます。 

20 

時刻表おお式 

時刻表示お式を設定しまず。 

じ時間：じ：日日 AM 二真夜中、12 : OOPM 二正午 

24時間*: 0 : 00二真夜中、12 : 00=正午 

21 
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メニュ ー 


設定項目 （#: 巧期設定) 


参照 

ぺージ 


詳細メニユー(つづを） 

フォーマット r をてのデータを消去しまずか？」が表おされた後、ドライブの初期化 
を設定しまず。 

はい： 「フォーマット中...」び表示され、初期化します。 

いいえ*:初期化しません。 

n ごま意 

• フオー マッ トは、必ず本機で巧ってくださし、バソコンでフオー マッ 
卜ずると音び途切れたり録音巧能時間び短くなってる可能性びあり 
ます。 

•フォーマットをすると本機に保をしたすベてのデータび消去されま 
す。一度消去した内容はをとに戻すことはできません。ご注意くだ 
さし、。 

ビープ 確認音を設定しまず。 

ON * :操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音び鳴ります。 
OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴りません。 

n ごま意 

rOFF 」 に設定していてをアラームは鳴ります。 

LED 録/再ランプの点打、消なを設定しまず。 

ON * :動作中は緑/再ランフび点巧または点滅します。 

OFF :動作中を録/再ランプは点：0/点滅しません。 

a ごま意 

USB ケースレでバソコンに接続しているときは、 rOFF 」 に設定してい 
てち録/再ランプは点打/点滅します。 


讓碟がが巧叫か—乂 mil — 
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メニュー 設定項目 （ # :巧期設定） 

詳細メニュー(つづき） 

バックライトパックライトの点打、消灯を設定しまず。 

10砂> :バックライトび10秒間点丹して消打します。 

自〇秒：バックライトび60秒間点： n して消打します。 

OFF :バックライトび点打しません。 

USB 巧電 USB 接続中の巧電の ON / OFF を設定しまず。 16 

ON * :充電式電池を充電します。 

OFF :充電機能は働きません。 

n ごま意 

別売の USB AC アダプターを使って充電ずるときは、この設定は関係あ 
りません。 


参照 

ぺージ 
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パソコンを巧用する 


パソコンに接続してほラ 

本機はパソコンに接続することによって次の 
ぶラなことびでさます。 

ファイルを本機か5パソコンにコピー 
して保存ずるほ3ページ） 

本機にあるファイルやフオルダをパソコンに 
コピーして保をすることびでさまず。 

ファイルをパソコンか5本機にコピー 
して再生ずる (84 ページ） 

USB ケーブルで本機をパソコンに接続して、 
パソコンに保存してある WAV / MP 3 /WMA の 
ファイルをドラツグアンドド □ ツプ操作でコ 
ピーして再生することびでをます。 

Digital Voice Editor で用件の管理 • 
編集をする (87 ページ） 

付属のソフトウエア Dig け al Voice Editor ^ 
使って、本機で録音した巧件をパソコンに取 
り込んで管理-編集したり、パソコンに保存 
されている音楽ファイルを本機に転をしたり 
でさます。 


USB マスストレージとして使ラ 
(94 ぺージ） 

パソコンに保存されている画像やテキスト 
ファイルなどを一時的に保存することびでを 
ます。 


パソコンに必要なシステム構成 

Digital Voice Editor を使う場台 

Digital Voice Editor をお使いの場合は8弓 
ページをご覧ください。 

Digital Voice Editor を使わない場合 

Digital Voice Edi 杞 r を使わずにノ 〇ノコンと 
接続する場合や USB マスストレージとして使 
ラ場合に必要なシステム構成は下の通りで 
す。 

0 S 

Windows Vista ® Ultimate 
Windows Vista ® Business 
Windows Vista ® Home Premium 
Windows Vista ® Home Basic 
Windows ® XP Media Center Edition 2005 
Service Pack 2 切降 

Windows ® XP Media Center Edition 2004 
Service Pack 2 しツ降 

Windows ® XP Professional Service Pack 2 
m 降 


/ つ vu ソがが巧叫か 
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Windows ® XP Home Edition Serv に e Pack 

2 切降 

Windows ® 2000 Professional Service Pack 

4 L 如韋 

Mac OS X ( vl 0.2.8- vl 0.5) 

標準インストール（曰本語版のみ） 

サウンドボード 

上記 OS に対応のちの 

ポート 

USB ポート 

n ごま意 

• 推奨環境すベてのパソコンについて動作を保 
証するものではありません。 

• 自作パソ]ン等へお客様自身びインストール 
したちのや、 NECPC -98 シリースとその互換 
機、アップグレードしたわの、マルチブート環 
境、マルチモニタ環境での動作保証はいたしま 
せん。 

• 上記政外の OS は動作保証いたしません。 
( Windows ® 98 / Windows ® %SE / 
Windows ® Me/Linux など） 

• Windows ® XP については、 64 bi 1: 版の OS は動 
作保証いたしません。 

• 最新の巧応 OS については、にレコーダーカス 
タマーヴポートページ 
hl:tp://www.sony.co.jp/ic-rec-support 
をご覧ください。 


本機をパソコンに接続ずる 

本機とパソコンで巧件をやり取りするために 
は、本機をノ ':ソコンに接続します。 


本機のが ( USB ) 端子とパソコンの USB ポー 
卜を、付属の USB ケーブルで接続します。 

USB ケープルは、本機とパソコンの電源を入 
れた状態で抜を差しでをます。接続するとパ 
ソコン側で本機を認識することびでき、用件 
のやり取りび行えます。 

接続している間は本機の表示窓に「接続中」の 
表示び出ています。 



H ご注意 

• 1台のパソコンに2台な上の USB 機器を接続し 
た場合の動イ乍な証はいたしかねます。 

• USBA ブ、または USB 延長ケーブルをご使用の 
場合の動な iE はいたしかねます。必ず、付属 
の USB ケーブルのみで接続して < ださい。 

• 同時にお使いになる USB 機器によっては、正常 
に動作しないことびあります。 
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• パソコン接続時は必ず電池を挿入してからお 
使いください。 

• パソコンとは必票なとさだけ接続することを 
おすすめします。パソコンを使って操作しな 
し、ときは、 USB ケーブルははずしておレてく 
ださい。 


本機をパソコンか6取0はずず 

必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 
の手順で行わないと、データび破損するおそ 
れびあ0ます。 

1 録/再ランプが点滅していないこと 
を確認ずる。 

2 本機につなびれている USB ケーブル 
をパソコンの USB 端テか5取りはず 
ず。 

Windows の場合： 

タスクバーにある「八ードウェアの安全 
な取りがし」を左クリックし、 rusB 大容 
量記憶装置デノ くイス」を選びク U ックし 
て < ださい。 

Macintosh の場合： 

デスクトップの nCREC 日 RDER 」 のアイ 
コンをドラッグして、「二 fS 箱」アイコン 
の上にド□ップしてください。 

取りはずし方の詳細については、お使い 
のパソコンの取扱説明書をご覧ください。 


ファイルを本機か6パソ 
コンにコピーして巧巧 
する 

本機にあるファイルやフオルダをパソコンに 
ドラッグ S ド□ップ操作でコピーしてイ呆存す 
ることびでさます。 

1 本機をパソコンに接続ずる 
(82 ページ)。 

Windows では、「マイコンピュータ」を開 
き、「に RECORDER 」 び新しく認識されて 
し、るかを確認してくださし 、。 Macintosh 
では、デスクトップに「に RECORDER 」 と 
いラ名前のドライプび表示されているか 
を確認して < ださい。 

2 輯送したいファイルやフオルダをパ 
ソコンにコピーず る。 

nC RECORDER 」 に入っているファイル 
び入っているフオルダをパソコンの□一 
カルディスクにドラッグアンドド□ップ 
します。 


ソがが巧叫か 
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をフォルダをコピーする 
(ドラッグアンドド□ップ) 



①コピーしたいフォルダをクリックしたまま、 
③なを巧まで移動（ドラッグ）して、 

⑤はなず（ド□ップ） 


ファイルをパソコンか6 
本機にコピーして再をす 
る 

Digital Voice Editor を使わなくても、パソコ 
ンにある音楽(語学）ファイル ( WAV / MP 3 
/ WMA ) をドラッグ&ド□ップ操作で本機 
にコピーして再生することびでをます。 


パソコンにある音楽ファイルを本機にコピー 
して再生する場合の最大再生時間(曲数#)は 
下記のよラになります。 



128 kbps 

256 kbps 

に D-SX800 

35時間25分 

17時間45分 


(531®) 

G 目目曲） 

に D-SX900 

71 時間 1 日分 

35時間35分 


(1,068 巧） 

(533 巧） 


1曲4分を転送した場合 


1 本機をパソコンに接続ずる (82 ベー 
ジ)。 

Windows では、 r マイコンピュータ」を開 
き、「に RECORDER 」 び新しく認識されて 
いるかを確認してください 。 Macintosh 
では、デスクトップに「に RECORDER 」 と 
いラ名前のドライプび表示されているか 
を確認して < ださい。 
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2 バソコン巧の音楽ファイルび入って 
し、るフォルダを本機にコピーずる。 

Windows では Explorer を使って、 
Macintosh では Finder を使って、音楽 
ファイルび入っているフォルダを 
「に RECORDER 」 にドラッグアンドド 
□ップします。 

本機では最大500個のフォルダまで認識 
でをます。1個のフォルダには最大999件 
のファイルを、またフォルダ全体では最 
大5000件のファイルまで入れることびで 
をます。 

3本機をバソコンか 5 とりはずした 
後、本機の己/メニューボタンを押 
してフォルダを遇ぶ。 

4 M ◄またはボタンを f 甲して再生 
したいファイルを遇び、►■ボタ 
ンを押ず。 

5再生を止めるには■ボタンを巧ず。 

〇ごま意 

• パソコンか5コピーした音楽(語学）ファイル 
では、再生はできますび、ファイル调件)の分 
割、移動などはでをません。 

• 取りはずすときは r 本磯をパソコンから取りは 
ずす」 （83 ページ)をご覧ください。 


フォルダとファイルの構巧 

パソコンの画面で見ると図のよラに表示され 
ます。 

フォルダの違いは、本機の表示窓に表示され 
るフォルダ表示で区別で去ます。 

亡!：本機で録音した巧件び入るフォルダ(お 
買い上げ時に作成されています。） 

己：パソコンから乾送したフォルダ(パソコ 
ンから転送したとさに表示されます。） 

B ご注意 

rvo に E 」 フォルダにファイルを転送してち、本機 
では再生されません。 


/つ VU ソがが巧叫か 
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>1 音楽ファイルびイ呆存されたフォルダ名は本機 
でも同じフォルダ名として表示されます。管 
理しやずいフォルダ名にしておくと便利です。 
(図は、フォルダ名称の例です。） 

音楽ファイルを認識できるのは、本機にコ 
ピーしたフォルダの3階層目までとなります。 
図の中の U - POP 」 までび本磯で認識されます。 

" 音楽ファイルを単独でコピーするとほ分類」 
のフォルダとして撒ねれます。 
rvo に E 」 フォルダ直下にファイルを転送して 
わ認識でさません。ファイルを転送ずるとさ 
は、 rvo に E 」 フォルダ内のフォルダの中に 
ファイルを転送してくださし、。 

•さ-ヒント 

音楽ファイルには、タイトル名やアーティスト名 

などの情報を登録することびでさます。本磯で 

はタイトル名やアーティスト名を表おすること 

びできますので、音楽ファイルを作成ずるソフト 

やパソコンで入力しておくと便利です。 

B ご注意 

• FAT の制約により、バソコンで nc RECORDER 」 
を開いてずぐの場所(ルートディレクト U ) に 
は引1個 ( VO に E フォルダを除く）政上のフォ 
ルダまたはファイルを転送することはでさま 
せんり CD - SX 900 は除く）。 

また、ファイル名やフォルダ名に使用する文字 
の長さや 0 S により、転送できる数に制約びあ 
ります。 

• アーティスト名び登録されていない場合は、 
「 Unkn 日 wn 」 と表示されます。 
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• タイトル名び登録されていない場合は、ファイ 
ル名び表示されます。 

• LPCM ファイルに登録されたタイトル名また 
はアーティスト名は本機では表示されません。 
ファイル名を表示します。 

• 取りはずすときは r 本機をパソコンから取りは 
ずす」 （83 ページ)をご覧ください。 


付属の Diciil 

: al Voice 

Editor をお 

> 

つ 


Digital Voice Editor ででをること 


Digital Voice Editor を使って、本機に録音し 
た用件をパソコンに取り込み、巧件の管理、再 
生などを巧ラことびでをます。 

本機で録音した用件をパソコンに取〇这む 

本機に録音した用件を、 USB 接続で、巧件単位、 
フオルダ単位、または全用件ごとパソコンの 
八ードディスクなどに保存でをます。イ呆存形 
式は、"メモリースティック"などの MSV 
( LPEC ) ファイル、 MSV ( ADPCM ) ファイル、 
MP 3 ファイル、 Windows 標準の WAV ファイ 
ルから選べます。 

パソコン上で用件を再生ずる 

巧件をパソコン上で再生することびでをます。 
通常の再生のほか、1件 U ピート再生、 AB 間 
1」ピート再生、イージーサーチ、プックマーク 
再生を行ラことびできます。また、再生スピー 
ドの調節ち可能です。 


/つ VU ソがが巧叫か 
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パソコンに保巧した用件を本機に追加、本 
機で再生する 

一度パソコンに保存した用件はをちろん、 
E - mail などで受け取った音声ファイル 、 MSV 
( LPEC / ADPCM )、 WAV 、 MP 3 形式)を用件 
単位、フォルダ単位で、 USB 接続で本機に追 
加することびでをます。追加した巧件は、本 
機上で再生で去ます。 

) (ソコン上で本機内またはパソコンに保 
巧された用件を編集ずる 

用件のフォーマツトによって、用件タイトル 
やユーザー名の変更、用件の ソー ト、重要マー 
クやブックマークの設定/解除、用件の分割 
/結合など、パソコン上でさまざまな編集び 
可能です。本機巧の巧件については、パソコ 
ン上で順番を移動させることびでをます。ま 
た、パソコン内に保存された巧件については、 
音声ファイル形式を蜜鞭して保をすることび 
で去ます。 

その他の便利な使いかた 

- Microsoft Outlook Express などの MAPI 
対応のメール送信ソフトウてアを利巧して 
音声ファイルを添付して音声 ー ルを送れ 
ます。 

-別売の音声認識ソフトウてア Dragon 
Natu 口 IlySpeaking ™ との組み合わせで、 

本機で録音し、 Dig け alVoiceEdi 阳 r でパ 
ソコンに取り込んだ音声を、文字に蜜換(テ 
キスト変換)することびでをます。 


- Digital Voice Editor 側で本機のユーヴ ー 
名やアラーム再生の設定/解除やその他の 
動作モードなどを変更することびでをます。 

-CD Recording Tool for DVE を起動して、 
CD の音声を再生したり、パソコンの八ード 
ディスクに Digital Voice Editor の音声 
ファイル形式でなをすることびでをます。 
保をしたファイルは 、 Digital Voice 
Edi 阳「を使って本機に追加できます。 

-CD Burning Tool for DVE を起動して、本 
機で録音した用件や Dig け al Voice Editor 
でパソコンの； V - ドディスクに保存したお 
好みの用件から才 IJ ジナルの音楽 CD や 
データ CD を作ることびでをます。 


CD Recording Tool for DVE は、個人の使 
巧の範囲内でお使いください。 
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必要なシステム構が 

付属のソフトウエアを使うためには、なのよ 
ラな八ードウエア、ソフトウエアび必要です。 

• 0S 

Windows Vista ® Ultimate 
Windows Vista ® Business 
Windows Vista ® Home Premium 
Windows Vista ® Home Basic 
Windows ® XP Media Center Edition 
2005 Service Pack 2 政降 
Windows ® XP Media Cen 悼 r Edition 
2004 Service Pack 2 (降 
Windows ® XP Professional Service Pack 
2 U (降 

Windows ® XP Home Edition Service 
Pack 2 切降 

Windows ® 2000 Professional Service 
Pack 4 Lii 降 

標準インストール(日本語版のみ） 

Q ごま意 

• 上記な外の OS は動作な証いたしません。 
( Windows ® 弓 8/ Windows ® 98 SE / 
Windows ® Me / Linux/Mac OS 等） 

• Windows ® XP については、 64 bit 版の OS 
は動作保証いたしません。 

• 最新の対応 OS につし、ては、にレコーダーカ 
スタ マーヴポー ト ページ 
http :// www . sony . co . ip / に- rec-suppoit 
をご覧 < ださい。 


• しソ下の性能を満たした旧 M PC / AT およびそ 
の互換磯 

- CPU : Pentium n 266 MHz 切上 
(Windows Vista ® 使用の場合 Pentium 
111800 MHz 切上） 

- RAM 容量： 128 MB 切上 (Windows 
Vista ® 使用の場合引 2 MB しツ上） 

-八ードディスクの空を容量； 150 MBUI 
上(お使いの Wi ndows のノ（ージョンや 
音声データの扱ラ量に比例して必要な空 
を容量び変化します） 

-ドライプ： CD - ROM ドライブ 
(音楽 CD 、 データ CD を作成する場合は、 
CD - R / RW ドライブび必要です） 

-サウンドボード： OS の項に記載された 
Microsoft ® Windows ® に巧応のもの 
- USB ポート 

-ディスプレイ：从イカラー (16 ビットカ 
ラー)し化800 X 48日ドットし乂上 
-インターネット接続環境：音声メール機 
能おぶび音楽 CD のデータベースサービ 
スに DDB ) 利用の場合 

n ごま意 

推奨環境すベてのパソコンについて動作を 
保証するちのではあ0ません。また、自作パ 
ソコン等へお客様自身びインストールした 
ちのや、 NECPC -98 シリーズとその互換磯、 
アップグレードしたをの、マルチブート環境、 
マルチモニタ環境、 Macinto ホでの動作保 
証はいたしません。 


/つ VU ソがが巧叫か 
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音青認識をお使いになる場ちのごま意 

音声認識ソフトウエア Dragon Naturally 
Speaking ™ (別売/他社製)と組み合わせて 
音声認識機能を使ラ場合は、上記に加えて 
Dragon NaturallySpeaking ™ び必要なシス 
テム構成(動作環境)も満たしている必要びあ 
ります。 

音青メール送信機能をお使いになる場合 
のごま意 

切下のメールソフトウエアと組み合わせてお 
使いになれます。上記に加えてお使いになる 
ソフトウエアび必要なシステム構成(動作環 
境)ち満たしている必要びあります。なお、音 
声メールををるには、別途インターネット 
サービスプ□バイダと契約する必要びありま 
す。 

• Microsoft ® Outlook Express 5.0/5.5/6.0 

• Microsoft ® Outlook 2000/2002/2003 

• Eudora Pro 4.2- J、Eudora 4.3 -J (ペイド 
モード） /5.0- J /5.1- J /6 J /7 J (製品版） 


Digital Voice Editor をインス 
卜ールずる 

Digital Voice Edi 仿陆パソコンの A — ド 
ディスクなどにインス I -ールします。 

H ご注意 

• Windows ® XP については、 64 bit 版の OS は動 
作保証いたしません。 

• インストールの途中で本機の接続ケーブルを 
抜き差ししないでください。正南にインストー 
ルされないことびあります。 

• Windows ® 200日 Professional 上でインストー 

) レを巧う場合、必ずユーヴー名 FAdmini stratorj 
で□グオンした媛に巧ってください。 

• Windows Vista ® Ultimate/Windows Vis ね® 
Business/Windows Vista ® Home Premium / 
Windows Vista ® Home Basic / Windows ® XP 
Media Center Edition 2005 Service Pack 2 
じ i 降/ Windows ® XP Media Center Edition 
2004 Service Pack 2 な降/ Windows ® XP 
Professional Service Pack 2 iU 降/ Windows ® 
XP Home Edition Service Pac にな降上でイ 
ンストールを行ラ場合、必ず「コンピュータの 
管理者」*に所属するユーヴー名(半角英数字 
のみ)で n グオンした後に行ってください。 

* ユーヴー名び r コンピュータの管理者」に巧 
属しているかの確認は、 Windows の[コン 
卜 n —ルくネル]-「ユーヴーアカウント] 

を開さ、表おされるユーヴー名の下の部分を 
ご覧ください。 
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• 本ソフトウェアをインストールすると、インス 
トール先の 0 S によつては Microsoft DirectX 
のモジュールびインス I -ールされる場合びあ 
ります。このモジュールは本ソフトウェアの 
アンインストールによって削除はされません。 

•インストールを始める前に、 Windows の他の 
アプ IJ ケーシヨンは終了させておいてくださ 
し、。既をの Digital Voice Editor を起動してし、 
る場合ち終了させて < ださし、。 

• 本ソフトウェアをインストールした後に、 
Memory Stick Voice Editor 1.0/1.1/1.2/2.0 
をインストールしないでください。本ソフト 
ウェアび正常に動作しなくな0ます。（本機で 
"メモリースティック"上の用件の操作、編集び 
でさます。） 

1 本機を接続していないことを確認 
し、バソコンの電源を入れ、 
Windows® を起動ずる。 

2付属の CD-ROM を CD-ROM ドライ 
ブに挿入ずる。 

CD - ROM を入れると「に Recorder 
Software Setup 」 び自動的に起動し「にレ 
コーダーソフトウェアセットアップ」の 
画面び表示されます。 

起勘しない場合は、 Windows エクスプ 
□ーラで CD - ROM ドライプをちク U ック 
して開き、 「 SetupLauncher . exe 」 をダブ 
ルク U ックしてください。 


3使用許諾契約の内容を確認した5、 
r 使用許諾契約に同意しまず」を選 
び、 r 次へ J をクリックずる。 

「ソフトウエアインス I ル」の画面び表 
おされます。 

4 「Diaital Voice Editor」 を選び、 r イ 
ンスI J レ」をクリックずる。 

インス!-ール設定を巧います。画面の指 
おに従って操作してください。 

Digital Voice Editor の旧パージョン/ 
Memory Stick Voice Editor をイン 
ス I ルしている場ち 

旧ノ くージョンの Digital Voice Editor / 
Memory Stick Voice Editor を削除する 
ダイア□グボックスび表示されます。画 
面の指示に従ってアンインス I -ールを 
行ってください。用件ファイルは削除さ 
れません。 

n ごミ主意 

不正なデータ改ざんを行った場合や、個人の 
使巧の範囲外でファイルび使用された場合 
は、ファイルび再をできなくなったり、 
Digital Voice Editor び起動できなくなる場 
合びあります。 


/つ VU ソがが巧叫か 
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保停ち法を選択ずる画面び表示され 
たら 

本機で録音したファイルをパソコンに保 
をするとさ、 MP 3 フオーマットに変換す 
るかどラかを設定します。お好みに応じ 
て選んでください。 

に D-P30/P50 を使うかどうかの確認 
画面び表示された5 

に D - P 30/ P 50 を使って録音した用件を編 
集するとをは r 使用する」を選びます。 

5「インストール準備の完了」の画面が 
表示された6、[インスIル]をク 
リックずる。 

インス!-ールび始まります。 

6 rinstallShield Wizard の完了 J の画 
面が表示された6、[はい、今すぐコ 
ンピュータを再起動します。]を還 
び、[完了]をクリックする。 

パソコンび再起勘します。再起動横、イ 
ンス I -ールは完了します。 


アンインスIルずる 

このソフトウてアび不要になった場合は、切 

下の手順で削除してください。 

Windows 2000 /XP の場合 

1 [スタート]ボタンをク U ックし、[設定] 
一[コント□ールパネル]一[プ□グラム 
の追加と削除]もしくは[アプ U ケーシヨ 
ンの追加と削樹讶候に選ぶ。 

2 —覧より [Digital Voice Editor 3] を選択 
した状態で、 r 削除」または r 変更と削除」 
をク U ックする。 

3画面の表示に従って操作する。 

Windows Vista の場ち 

1 [スタート]ボタンをク U ックし、[コント 
□ールパネル]一[プ□グラム]カテ U リ 
内の[プラグラムのアンインス I -ール]を 
クリックする。 

2 —覧より [Digital Voice Editor 3] を選択 
した状態で[アンインストールと変更]を 
ク U ックする。 

3 [ユーヴアカウント制御]画面で、[続行] 
をク U ックする。 

4画面の表示に従って操作する。 
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n ごま意 

このソフトウエアを一度インストールしたあと、 
別のドライブまたはフォルダに移動させる場合 
は、アンインストールしてから再度インストール 
を巧って < ださい。ファイルを移動しただけでは、 
ソフトウエアは動作しなくなります。 

をヒント 

ソフトウエアを削除しても、ノてソコンに保巧した 
用件ファイルは削除されません。 

ベルプを見る 

各操作の詳細はヘルプを参照して<ださい。 


ヘルプ 



Diaital Voice Editor を使って 
コピーして再をする 

1付属の USB ケーブルを使って、本機 
をバソコンに接続ずる (82 ページ)。 

2付属の Diaital Voice Editor を起動 
して、パソコンか5本機に音楽簡 
学)ファイルを転送ずる。 

最大引1個のフォルダまで認識でさます。 
各フォルダに1件の巧件び入っている場 
合は、340個のフォルダまで、フォルダび 
5個の場合は最大1012件の用件まで、1個 
のフォルダには最大999件まで巧件を入 
れることびでをます。 

3本機をパソコンか5とりはずした 
後、本機の亡!/メニューボタンを押 
してフォルダを還ぶ。 

4 I ◄◄またはボタンを押して再生 
したいファイルを選び、►■ボタ 
ンを f 甲す。 

5再生を止めるには■ボタンを押ず。 

Digital Voice Editor の使い方にっいて詳し 
くは 、 Digital Voice Editor のオンラインへ 
ルプをご覧ください。 


/つ vu : y がが巧叫か 
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USB マスストレージとし 
て利用する ー データス 
トレージ機能 

本機とパソコンを USB 経由で接続すると、パ 
ソコン上にある本機で録音したファイルしツが 
の画像やテキストなどのファイルを本機に一 
時なをでをます。 

1 本機をパソコンに接続ずる 
(82 ページ)。 

Windows では、「マイコンピュータ」を開 
き、「に RECORDER 」 び新しく認識されて 
いるかを確認してください 。 Macintosh 
では、デスクトップに「に RECORDER 」 と 
いラ名前のドライブび表示されているか 
を確認して < ださい。 


本機では最大500個のフオルダまで認識 
できます。 H 固のフオルダには最大弓9弓件 
のファイルを、またフオルダ全体では最 
大5000件のファイルまで入れることびで 
をます。 

Q ご注意 

取りはずすときは r 本機をパソコンから取りはず 
す」 （83 ページ)をご覧 <ださい。 


2 バソコン巧のな巧したいファイルび 
入っているフォルダをドラッグ&ド 
□ップして本機にコピーずる。 

Windows では Explorer を使って、 
Macintosh では Finder を使って、保存し 
たいファイルび入っているフォルダを 
「に REC 日 RDER 」 にドラッグアンドド 
□ップします。 
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困つたとをは 


故障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、ちラー度下記項目をチェックしてみてください。それでも解ましない場 
合、ご不明な点は、裏表紙に記載のにレコーダー•カスタマーサポートページをご覧いただくか、 
ソニーの相談窓□(裏表紙)までお問い合わせください。 

なお、保証書とアフターサービスについては、107ページをご参照願います。 


こんなとをは(本機) 


症げ_原因/処置_ 

電源び切れない。 • 停止中にホールドスイッチを矢印の方向に動かす (24 ページ)。 

電源び入らない。 • ホールドスイツチび入っている（電源オフモード） （24 ぺージ)。 

-ホールドスイッチを矢印と反対のち向に動かす。 


液晶表示び消えない。 • 保護シートび付いていませんか？ 

表示び2重に見える。 -フイルムを剥びしてお使い<ださい。 


操作ボタンを巧してち動作し • 電池の©と©の向さび正し < ない （16 ページ)。 

ない。 • 電池び消耗している （18 ページ)。 

• ホールドスイッチび入っている（ボタンを巧ずと 「 H 日 LD 」 と現在時刻び表あさ 
れます） （69 ページ)。 

スピーカーから音び出ない。 • 音量び絞られている（日〇ぺージ)。 

• イヤーレシーバーをつないでいる（日1ぺージ)。 

イヤーレシーバーをつないで • 再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込まないとスピー 
いてち、スピーカーから音び カーからち音び聞こえてしまラことびあります。 

出る。 一いったんイヤーレシーバーを振いて、最後までしっかり差し込む。 

録/再ランプび点灯しない。 • メニューの 「 LED 」 び rOFF 」 に設定されている （7 弓べージ)。 

一 「 ON 」 に切り換える。 

r メモ IJ 一び一杯です」び表示 • メモ U —びいっぱいになっている。 

され、録音でさない。 -不票な巧件を消去する (64 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモ U — 

の内容を消去する。 


国 U 巧たかな 
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症げ 

原因/処置 

r 胤牛び一杯です」び表示さ 
れ、操作でさなし'1。 

• 置んだフォルダ(己)に999件の用件び入っているか、または、全体で1012件 
の用件(フォルダび5個のとき)び入っているため、録音や用件移動、用件分割 
びでをない。 

-不票な巧件を消去する (64 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモリー 
の内容を消去する。 

追加、または上書定録音で定 
ない。 

• メニューの r 追加/上書を」び rOFF 」 になっているとでさません。設定しなお 
してください (76 ぺージ)。 

• 録音残0時間び不足している場合は追加、または上書さ謡音でさません。な 
お、上書を録音の場合、上書をされる部分は新たに録音される部分の録音びお 
わってか6消去されるため、録音でさるのは現在の残り録音可能時間分のみ 
です。 

• WMA ファイル、本機で録音していない LPCM や MP 3 ファイルには追加/上書 
を録音でをません。 

• 巳:!で表示されるフォルダでは操作びでをません。 

録音び途中で止まる。 

• V 0 R (3 弓ぺージ)、またはシンク□録音 (47 ぺージ)び作動している。 V 0 R 、 ま 
たはシンク□録音を使用しないときは、メニューでに FF 」 にする （78 ぺ一 
ジ)。 

雑音び入る。 

• 録音したとさ、本機をこすってしまレ、雑音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電巧線、壁光な、携帯電話などに近づけすぎると、 

ノイズび入ることびあ0ます。 

• が部マイク(別売)で録音したとき、マイクのプラグび巧れていた。 

ープラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

• イヤーレシーバーで聞いているとさ、イヤーレシーバーのプラグび巧れている。 

ープラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

• MP 3 録音時の一時停止、 V 0 R 録音、シンク□録音、上書き/追施録音のつなざ 
目でちノイズび入ることびあります。 

録音レベルび小さい。 

• 録音感度び r □述ク」になっている。 

一怡議♦:」または r 高感度ぶ1」に切り換える （31 ぺージ)。 

• 録音感度び r マニュア J レ」のとさは、 M ィまたは w を巧して録音レベルを調 
整してください。 

• 小さな音び聞きづ6いときは、デジタルボイスアップ再生をすると聞き取り 
やす < なる場合びあ0まず(日7ページ)。 
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症げ 

原因/処置 

他の職器から録音するとさ、 
録音レベルびかさすざた D 大 
をすぎたりする。 

• 他の機器のへッドホン端テを使って本機と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節して < ださい。 

再生スピードび速すぎた 0 遅 
すぎたりする。 

• DPC (速度調整)入/切スイッチび r 入」になっているため、メニューの 「 DPC 」 
で調整した再生スピードで再生されている （75 ぺージ)。 

- DPC (速度調整)入/切スイッチを「切」にすると、通常の速度で再生されま 
す。または、 「 DPC 」 で再をスピードを調整してください。 

時計表おびになる。 

• 時計を合わせていない (20 ベージ)。 

録音曰時表示び r 一 y--m - d 」 
またはになる。 

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録音した日付は表示されません。 

メニユ ー 表示の項目 が足りな 
い。 

• 再生、または録音中は、表おされないメニューびあります (72 ぺージ)。 

本機に表おされる残 D 時間 
び、バソコン上での残量表示 
より短い。 

• 本機ではシステム上必要な領域を差し引いて表示しているため、 Digital 

Voice Editor での残量表示と異なる場合びあります。 

電池の持続時間び短い。 

• 18 ページの乾電池の持続時間は、音量レベルを 20 で再生した場合の目安です。 
使巧条件によって短 < なる攝合びあ 0 ます。 

電池を入れたまま長い期間使 
用しない後で、使 お ラとする 
と電池びな < なっている。 

• 使巧しない場合でち、わずかですび電池を消耗します。この場合の電池寿帯 
は、温度などの環境によってち異なりますび、約 4 ヶ月び目まです。長い間ご 
使巧にならない場合は、電源を切る (24 ページ)か、電池をはずしておくことを 
おすすめします。 

充電中に電池マークのアニ 
メーシヨンび表おされない。 

• 充電式電池び入っていない。 

• 充電式電池を入れる 向 さび正し < ない。 

• USB ケーブルび正し <接続されていない。 

• メニューで r 詳細メニュ ー 」の rusB 充電」び roFF 」 になっている。バソコンに 
接続して充電する場合は、設定を rON 」 にする (8 日ぺージ)。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再生中は充電でをません。 

充電の途中で電池マークのア 
ニメー シヨン表示び消えてし 
まラ。 

• ニッケル水素政外の充電式電池び入っている。 

• 劣化した充電式電池を使用している。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再を中は充電でをません。 


固 

u 

巧 

rv 

が 

な 
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をが 

原因/処置 

電池マーク表示部に mSi \ ま 
たは flPIl び点滅表示してい 

. 本機の巧電可能な温度範囲列になっている。周囲温度が動作温度 (5 む〜35で） 
になるよラにする。 

充電式電池の持続時間びおい。 

• 5ごけ下の環境で巧用している。電地の特性によるちので故障ではありません。 

• しばらく使巧していなかった。何回か充電、放電(本職に入れて使用する）を繰 
0 返す。 

. 充電式電池の交換び必要です。新しい充電式電池と交換する。 

• 短時間で電池マークび点巧しますびフル充電になっていません。電池残量び 
無い状態からフル充電までは約4時間かか0まず。 

変更したメニュー設定び反映 
ごれていない。 

• 設を蜜更直禮に電池び抜かれたり、電池残量び無い状態で Digi ね1 Voice 

Editor の r 本体設定」を使ってメニューの設定を変更した場合、本機のメニュー 
設定び反映されないことびあ0ます。 

「データベース更新中...」 
表示び消えない。 

• 用件数びをいと、長時間表おされることびありますび、巧障ではありません。 
表示び消えるまでお待ち < ださい。 

バソコンと接続でさない。 

• Digital Voice Editor のへルプをご覧ください。 

• 別売のバソコン接続キッ h に KIT - VV 1/ W 2/ W 5/ W 7/ W 弓は本機とは接続でさま 
せん。 

起動に時間びかかる。 

• 巧件数びをいと、起動ずるのに時間びかかることびありますび、故障ではあ0 
ません。停止画面になるまでお待ち<ださい。 

正常に動作しない。 

• 電池を取り出して、ちラー度入れ直す。 

本機び動作しない。 

• バソコンで初期化（フォーマット）している。 

一本機で初期化を巧ってくださいけ弓ページ)。 

バソコンで認識しない。 

バソコンか6フオルダ、ファ 
イルび転送でさない。 

• バソコンから本機をはずし、再度接続してください。 

• USB 八:?、または USB 延長ケ ー：? ルをご使用の場合は、付属の USB ケーブルを 
使って接続して < ださい。 

• 本機び対応しているシステム構成 (81 ぺージ)政外では、動作な証はいたしか 
ねます。 

• お使いのバソコンの USB コネクターの位置によっては、詔、識でをないことびあ 
りまず。別の USB コネクターに接続してください。 
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症が 

原因/処置 

転送したファイルび再生でさ 
ない。 

• 転送したファイルび本機で再生可能なファイルあ式 (. mp 3/. wma /. msv / 

. wav ) と異なる。ファイルの名称を確認してください (87 ぺージ)。 

ファイル名び表示されないこ 
とび志る。 

• LPEC MP 3、 WMA では、タイトル名を登録していない場合、巧わりにファイ 
ル名を表おします。タイトル名を表示したい屬をは、バソコンでタイトル名を 
登録して < ださし、。 

• LPCM ではタイトル名/アーティスト名の表示に対応していないため、ファイ 
ル名び表示されます。 

再生音び大さ<なった D す 
る。 

• ボイスアップ設定び r 強」または r 弱」になっている。設定を roFF 」 にする（日7 
ぺージ)。 


修理に出すと、録音した内容び消えることびあります。ご了承くださし、。 


固 
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巧 
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こんなときは(付属の Digital Voice Editor ) 

Digital Voice Editor のへルプもあわせてご覧ください。 


症げ 原因/処置 

インストールでさない。 • "ー ドディスクの空さ容量びみない。 

-容量を確認してください。 

• Winodows ® 95/ Windows ® 98/ Windows ® 98 Second Edition / Windows ® 
Millennium EditionAA / indows ® NT にインストールしようとした。 

一対応している日 S にインストールしてください。 （ Winodows ® 弓5/ 

Windows ® 98/ Windows ® 98 Second Edition / Windows ® Millennium 
Edition / Windows ® NT / Mac 日引こは対应していません/。） 

• Windows Vista ® Ultimate/Windows Vista ® Business/Windows Vista ® 
Home Premium/Windows Vista ® Home Basic / Windows ® XP Media 
Center Edition 200日 Service Pack 2 け降 Windows ® XP Media Center 
Edition 2004 Service Pack 2 政降/ Windows ® XP Professional Service 
Pac に凹降/ Windows ® XP Home Edition Service Pack 2 政降上で「制限付き 
アカウント」に所属するユーヴー名で□グオンしている。 

一「コンピューターの管理ち」に所属するユーヴー名(半角英数)で□グオンし 
て < ださい。 

• Windows ® 2000 Professional 上で全角のユーヴー名で□グオンしている。 

一 「 Administrator 」 で□グオンしてください。 

• 日本語が外の OS にインス! J レしよラとした。 

一曰本語の曰 S にインストールしてください。 

本機と接続できない。 • ソフトウェアのインストール、接続ケースレの接続などを正しく巧ったか確 

認して < ださし、。 

-外付け USB 八プをご使用の場合には、直接バソコンに接続してください。 

-本機側の接続ケーブルをなさ差しして<ださい。 

-他の USB ポートで接続してみてください。 

• システムサスペンド/システム/ \イバネーシヨンモードに移行している。 

ーシステムサスペンド/システム 、イ J f ネーシヨンモードに移行しないでく 
ださい。 
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症げ_原因/処置_ 

再生音量びかさい、 • サウンドポートびついていない。 

音び出ない。 • バソコンにスピーカーび内蔵または接続されていない。 

• S ュートび解除されていない。 

• パソコン側で音量を上げてみて < ださい。（詳し < はお使いのバソコンの取扱 
説明書をご覧 < ださい。） 

• WAV ファイルの場合は、サウンドレコーダー （ Windows ® に搭獻で音量を上 
げて保存しなおすことちでさます。 

保存した巧件ファイルび再 • 対応していないファイルあ式の巧件は再生できません。また、ファイル形式に 

生、編集でをない。 ぶっては一部の編集機能びお使いになれません。詳し<は、ヘルプをご覧<だ 

さぃ。 

カウンターやスライダーの動 • 分割/結合、上書定歸音、追加録音などを行った巧件をバソコン上で再生した 
をびおかしい、 とさに発生する場合びあ0ます。 

雑音び入る。 -しりたん A - ドディスクに巧をしてから>再度本機に戻すと、データび最適 

化され、正常な再生に戻ります。 (* 本機の形式に合ったファイル形式で保存 
して < ださい。） 

用件数びをくなると動作び遅 • 録音時間の長さに関係なく、本機内の巧件の総数が多レと、処理に時間びかか 
くなる。 ることびあります。 

用件のな存-追加-削除中に • 録音時間の長い巧件の場合、コピーまたは削除に時間びかかりまず。 

画面び動かなくなる。 -コピーまたは削除び終了するまでお待ちください。通常の操作びできるよ 

ラになります。 

本ソフトウェアを起動したと • 本機と通信を行っている間は絶対にケーブルを抜かないでください。バソコ 
きフ|」ーズ(八ングアップ）し ンの動作び不安定になったり、本機内のデータび壊れる恐れがあります。 

てしまラ。 • 他にインストールされているドライバおよびアプリケーションソフトとのコ 

ンフ U クトの可能性びあ0ます。 

• 本ソフトウェアをインストールした禮に 、 Memory Stick Voice Editor 
1. X /2. X および Diaital Voice EditorVer . 2. x をインストールしないでください。 
本ソフトウ王アび正常に動作しな<な0ます。 


图 U 巧たかな 
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エラー表示一覧 

エラー 表示 

原因 

電池び残 D わずかです 

• 電池び残りわずかのため、フォーマットやフォルダ内消去びで定ません。新し 
い電池の準備をして < ださい。 

電池残量びあ D ません 

• 電池び消耗しています。新しい単4形乾電池と取0換えて<ださい。充電式 
電池の墙合は充電するか、充電済みの電油と取り換えてください。 

メモ U —び一杯です 

• 録音でをるメモ1」一容量びな<な0ました。い<つかの用件を消去してから 
や0直してくださし、。 

用件び一杯です 

• フォルダ内の用件の合計か、全体の巧件数が最大になったため、新規の巧件を 
作成でさません。い<つかの巧件を消去してからや0直して<ださい。 

ファイルび壊れています 

• 置んだファイルのデータび破損しているので、再生や編集びで定ません。 

本機でフォーマツトび必要 
です 

• バソコンで本概をフォーマツトしたため USB 接続で電源を入れよラとしてち、 
動作に必要な管理ファイル作成びでをません。メニューで本機のフォーマッ 
卜をしてください。バソコンでフォーマツトしないでください。 


処理を継続でをません • メモ U —の読み取0に失敗しました。電池を巧を差ししてみて<ださい。 

• 必票なデータをバックアップしてか6メニューで本機をフォーマットしてく 
ださい。 

• 上記しソがの場合は、ソニーの相談窓□(裏表紙)までご連絡ください。 


時計を設定して<ださい 

• 時計合わせをしていないと、アラームは言受定で定ません。 

追加/上書を設定び曰 FF です 

• メニューで追加、上書定歸音設定び rOFF 」 に設定されているので、追加または 
上書を録音びでをません。 

巧件びあ0ません 

• 置んだ巧件フォルダには1件ち巧件び録音されていません。用件移動とアラー 
ム再生の設定などの操作びでさません。 

既に設定済みです 

• すでに別の巧件で同じ曰時にアラーム再生び設定されていまず。設定を変更 
してください。 

過去の曰時です 

• 現在曰時よ0ち前の曰時でアラームを設定しよラとしています。年月曰など 
もラー度確認して、設定し直してください。 

登録びあ0ません 

• アラーム設定を1件ちしていない場合は、 r アラームー覧」は表示で定ません。 

アラーム設定を「新規」で設定して < ださい。 

• ブックマークを登録してしなし喝合にプックマークを消ましようとしてし、ます。 
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エラー 表を 

原因 

ファイルびプ□テクトされて 
いまず 

• 置んだ巧件び r 読み取り専巧」になっていまず。重要マーク、プックマークの設 
定、巧件分割、追加録音、上書を歸音などびで定ません。バソコン上で r 読み取 
り専用」属性をはずすと、本機で操作できるよラになります。 

• ファイルびプ□テクトされた状態で消去しよラとしています。 

が対応のデータでず 

• 本機で対応していないファイル形式のデータです。 

• 着作権保護されたファイルは再生でさません。 

操作でさません 

• 置んだ用件び LPCM か MP 3 である攝合、重要マーク、プックマークの設定びで 
をません。また WMA である場合、重要マーク、ブックマークの設定、用件分割、 
追加録音、上書定録音などびで定ません。 

• 巳:] で表おされるフォルダでは、重要マーク、プックマークの設定、巧件分割、 
追加録音、上書さ録音などびでさません。 

• 複数のフォルダに同じファイル名の巧件び保存されているため、巧件移動や 
巧件分割びびでをません。ファイル名を変更して<ださい。 

マニュアル設定時は無効です 

• メニュー r 録音感度」び r マニュアル」に設定されています。 VOR 設定は働を 
ません。 

マニュアル設定時に有効です 

• メニュー r 録音感度」び r マニュアル」に設定されていません。 LIMITER 設冠ま 
働をません。 

登録び一杯です 

• アラーム登録は30件までです。未使巧のアラーム設定を解除して<ださし、。 

NEW TRACK 

• 録音中の巧件または音楽びファイルサイズの上限 ( MP 3 または LPEC の場合は 
1 GB 、 LPCM の場合は、 2 GB ) に達しています。巧件は自働的に分割され、歸 
音を継続しまず。 

フオルダを切0換えます 

• 亡] で表おされるフォルダに巧件びひとつもない堤合、フォルダび表示でをな 
いため、表示で定るフォルダに切り換えます。 

ノイズカット設定時は無効で 
す 

• ノイズカット入/切スイッチび r 入」になっているときはメニュー 「 EFFECT 」 
機能は働さません。 

故障です 

• 何らかの原因でシステムエラーび発生しています。一度電池をはずし、再度入 
れ直してください。それでち動作しない場合は、ソニーの相談窓□(裏表祇)ま 
でご連絡 < ださい。 


固 

u 

巧 

rv 

が 

な 
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システム上の制約 


にレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、;欠のような症状び出る場合 
びあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

症げ 

原因/処置 

最大録音時間まで録音でさな 
い。 

• 録音モードを混ぜて録音すると、最大録音時間は LPCM (44/16) モードと 

LPEC ( LP ) モードの最大録音時間の間になります。 

• 上記の理由により、実際に録音した時間(カウンター表示)の合計と、 r 録音可 
能時間」を合計した時間び、最大録音時間よ0みな < なる場合びあ0ます。 

音楽ファイルを順番に表示で 
さない。 

• バソコンを使って、本機に転送した音楽ファイルは、システムの制約により転 
送順にならないことびあ0ます。 

録音中に自動的に分割されて 
しまラ。 

• 録音中の巧件または音楽びファイルサイズの上限 ( MP 3 または LPEC の場合は 
1 GB 、 LPCM の屬合は 2 GB ) に達しています。巧件は自働的に分割されます。 

英文字びすべて大文字になつ 
てしまラ。 

• バソコンで作成したフォルダ名称ので字の組み合わせによっては英文字びす 
ベて大文字になってしまラことびあ0ます。 

フオルダ名、タイトル名、アー 
ティスト名、ファイル名にに!」 
び表おされる。 

• 本機で表おでさないで字び使巧されていまず。再生でさないことびあ0ます 
ので、バソコンで本機で表お可能な別の夕字に置定換えてください。 

A - BU ピート設定で、設定位置 
びずれてしまラ。 

• バソコンを使って、本機に転送したファイルによっては、設定位置びずれてし 
まラことびあります。 

録音中に分割操作びでさなし、。 

• 残 D 録音可能時間びみないと分割操作でさなレことびあ0まず。 

録音中の分割操作で頭切れす 
ることびある。 

• メモ1」一の使巧状況によっては、録音中の分割で音声が頭切れずることびあ 

0ます。 
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その他 


USB AC アダプター 
側売)につないでほう 



USB AC アダプター(別売： AC - U 50 AD ) を 
使って、本機と家庭用電源 (コンセン ト）をつ 
ないで充電式電池を充電でをます。充電をし 
なびら本機を使巧することびできるため、長 
時間録音をする場合などに便利です。 


1本機の-^ ( USB ) 端テに、付属の 
USB ケーブルをつなぐ。 

2 USB ケーブルに別売の USB AC アダ 
プターをつなぐ。 

3 USB AC アダプターをコンセントに 
つなぐ。 

充電しなびら本機を使ラことびで去ます。 

充電中は、電池マークびアニメーション 
表示されます。電池マークび r 曲の」になっ 
たら巧電完了です。 

(充電時間：約4時間 4) 

はじめてお使いになる場合や、しばらく 
お使いにならなかった場合は、なるべく 
電池マークび r なの」になるまで連続して 
充電することをお勧めします。電池マー 
クび消灯していたら充電びできていませ 
ん。手順1からやり直してください。 


r\i 

8 

唐 


* 室温で電池残量び無い状態から電池を充 
電したとさの目安です。電池の残量や電池 
の状態などにより、上記の充電時間と異な 
る場合びあ0ます。また、充電式電池の温 
度び低い場合や、データを本磯に転送中な 
どを充電時間は長くなります。 
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本機を取 0 はずず 

必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 

の手順で行わないと、データび破損するおそ 

れびあります。 

1 録音や再生などの動作中の場合、 

■ (停止)ボタンを押して動作を停 
止ずる。 

2 録/再ランプが点;‘威していないこと 
を確認ずる。 

3 USB AC アダプターをコンセントか 
6巧き、本機を USB AC アダプター 
か5取りはずず。 

a ご注意 

• 電池マーク表示部び 匹の] または G 反 田と表 
おされている場合は充電びでさません。周囲 
温度び5ご〜35での環境で充電を巧って < だ 
さし、 

• 内蔵スピーカーで再生中は充電できません。 

• 録音中(録/再ランプび茄こ点打、点滅)やアク 
セス中(録/再ランプびオレンジに点滅)はコン 
セントにつないだ状態の USB AC アダプターか 
ら本機を抜き挿ししたり、本機を接続した USB 
AC アダプターをコンセントから抜さ挿しした 
りしないでください。データび破損するおそれ 
びあります。また、用件数びをいと、起動画面び 
長時間表おされることびありますび、故障では 
ありません。表示び消えるまでお待ちください。 

• US 目 AC アダプター（別売)使用時は、電池マー 
クは表示されません。 


ほ用上のごを意 


ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電な線、堂光灯、携 
帯電話などに近づけすざると、ノイズび入 
ることびあります。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されることび 
あります。 

ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめ<だ 
さい。 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックをちえたりしな 
いでください。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非背に高いところ ( 60 ° CUI 上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近<。 
-窓を閉めをった自動車巧(特に夏期)。 

-風呂場など湿気のをいところ。 

-ほこりのをいところ。 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 


106 



お手入れ 

本体表面び巧れたとをは、水気を含ませた柔 
らかしホで軽くふいたあと、からぶきします。 
シンナーやベンジン、 アルコール 類は表面の 
仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 


巧証書と 

ア フターサー ビス 


巧註書 

• この製品には保罰書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保をしてください。 

• 保罰期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が惡いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になつてお調べくだ 
さい。 

それでち具をの悪いとさはサービスへ 

ソ ニーの 相談窓 □ (裏表祇)、お買い上げ店、ま 
たは添付の r ソニーご相談窓□のご案灿にあ 
るお近<のソニーサービス窓□にごネ目談<だ冲 

さぃ。 I 

保証期間中の修理は ■ 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくは保罰書をご覧ください。 
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保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製 
品の機能を維持するために必要な部品)を、製 
造打ち切り禮6年間保有しています。この部 
品イ呆有期間を修理可能な期間とさせていただ 
をます。保有期間び経過した後ち、故障箇所 
によっては修理巧能の場合びありますので、 
お買い上げ店またはサービス窓□にご相談く 
ださい。 


をな仕様 


容量(ューザー使用可能領域） 

に D-SX 800: 

2GB (約1 .9 GB=2, 047,737,856 Byte) 

に D-SX900: 

4GB (約 3.82 GB=4,1 08,156,928 Byte) 

メモ U —容量の一部をデータ管理領域として使 
用しています。 

最大録音時間 

30ページ参照 

>1連続録音の場合は、達中電池交換び必要にな 
ります。詳しくは乾電池の持続時間り8ペー 
ジ)をご確認ください。 

周波数節囲 

LPCM 44/16 : 50 〜 20,000 Hz 
LPCM 22/16 : 50 〜 10,000 Hz 
MP3 192k : 50 〜 16,000 Hz 
MP3 128k ： 50 〜 16,000 Hz 
MP3 48 k ： 50 〜 14,000 Hz 
LPECSTHQ : 50 〜 20,000 Hz 
LPEC ST: 50 〜 16,500 Hz 
LPEC STLP : 50 〜 7,000 Hz 
LPECSP : 50 〜 6,000 Hz 
LPECLP : 50 〜 3,500 Hz 

MP3 巧応ビットレート、サンプリング周波数 * 2 
ビットレート： 

32〜320 kbps 、 

可変ビットレート (VBR) 対応 
ヴンプ U ング周波数： ]6/22.05/24/32/44.1/ 
48 kHz 
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これに加えて本体の各録音モードで録音した 
K /1 P 3 ファイルの再生にも対応しています。 
すべてのエンコーダーに対応してし'!るねけで 
はおりません。 

WMA 巧応ビットレート、サンプリング周放数* 3 
ビットレート： 

32〜192 kbps 、 

可変ビットレート ( VBR ) 対応 
ヴンフ1」ンヴ周波数： 44.1 kHz 

WMAVer .9 に準拠していますび 、 MBR 
(Multi Bit Rate )、 Lossless、Proressionak 
Voice には対応していません。著作権保護さ 
れたファイルは巧生でさません。 

スピーカー 

直径16 mm 

入*出力端子 

外部入力(ステレオ S ニジャック） 

プラグインパワー対応 
最小入カレベル 0.9 mV 
へッドホン(ステレオミニジャック） 

負荷インピーダンス、 8-3000 
USB 端子 

High-Speed USB 対応 

再生スピード調整 (DPC) 

一75% 〜+20日％ 

実巧最大出力 
150 mW 


電源 

DC 2.4 V 、 単4形充電式ニッケル水素電池(付属） 

2本 

DC 3.0 V 、 単4形アルカ U 乾電池(別売）2本 

動作温度 

5 で〜 35に 

最大がお寸法 

約 31 . 3 X ] 30.0 X 1 5.4 mm (突起部含まず） 

(幅/高さ/奥巧き） (」 EITA *4) 

質量 

約75 g (充電式ニッケルか素電池2本含む） 

( JEITA *4) 

電子産業技術協会 ( JEITA ) の測定方法に基づ 
し、ています。 

付属品 

10ページ参照 

別売アクセサリー 

アクティブ スピーカー SRS - T 88 

エレクトレットコンデンサーマイク n ホン 

ECM - CS 10、 ECM - CZ 10、 ECM - TL 1 
オーディオコード RK - G 136/ G 139 
ニッケル水素電ミ也専用充電器 BCG -34 HRES 
充電式ニッケル水素充電池単4あ NH - AAA -2 BF 
USB 充電 AC 電源アダフター AC - U 50 AD 

8 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく蜜 唐 
要することびありますび、ご了承ください ■ 
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USB マスストレージ . 94 

索51 VOR ( 自動音芦録音スタート） .......... 39,75 

WMA ファイル . 84,109 


数字、記号、アルファベット順 


1 件 U ピート再生 . 

.52, 53, 76 

A-BU ピート . 

.53 

Digital Voice Editor. 

. 10,87 

インス 1 -ール . 

.90 

DPC ( 速度調整） . 

.54, 75 

EFFECT. 

.56, 76 

1_CF (LOW CUT). 

.38, 72, 74 

LED. 

.73, 79 

LPCM 22/16 モード . 

. 18,30 ,74 

LPCM44/16 モード . 

. 18,30 ,74 

LPEC LP モード . 

.18, 30, 74 

LPECSP モード . 

.18, 30, 74 

LPEC STHQ モード . 

. 18,30 ,74 

LPEC STLP モード . 

. 18,30 ,74 

LPEC ST モード . 

. 18,30 ,74 

MP3128 kbps モード ........ 

. 18,30 ,74 

MP3192 kbps モード ........ 

.18, 30, 74 

MP348 kbps モード . 

. 18,30 ,74 

MP3 フアイ J レ . 

…… 29, 84,108 

USB AC アダプター . 

.105 

USB 充電 . 

.80 
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五十音順 


あ巧 

アフターサービス . 107 

アラーム再生 . 61,77 

イージーサーチ . 51,76 

上書き録音 . 43,76 

エラー表示 . 102 

お手入れ . 107 

音楽ファイル . 84 

音声メール . 90 

音量調節 . 28, 50 

か巧 

外部マイク . 45,78 

各部のなまえ 

表お窓 . 13 

本体(裏面) . 12 

本体(表面) . 11 

乾電池 . 16,18 

キュー . 51 

故障かな？と思った5 . 95 

Digital Voice Editor . 100 

.95 

コンセントにつなぐ . 105 


さ巧 


酷 . 

. 50 

再生モード . 

. 52, % 

システム上の制約 . 

. 104 

充電式電池 . 

. 9,10,16,18 

重要マーク . 

. 68 

修理 . 

. 107 

仕様 . 

. 108 

シンク□録音 . 

. 47, 78 

スタンド . 

. 22 

速度調磬 (DPO . 

. 54, 75 

ソフトウェア . 

. 87 


た巧 

他の機器から録音 . 47 


他の機器へ録音 . 

. 60 

追加/上書を . 

. 42,43, 76 

追加録音 . 

. 42, 76 

巧音強調 . 

. 55, 76 

電源の入/切 . 

. 24 

電源の準備 . 

. 16 

電池 マーク . 

. 16,18 

電話の録]日 . 

. 46 

時計をわせ . 

. 20 
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な巧 


内蔵マイク . 

. 26, 33 

ノイス . 

…38,56,74,106 

残り時間表示 . 

. 75 

は巧 


パソコンで編集する ....... 

. 88 

パソコンに接続する ....... 

. 82 

パソコンに取り込む ....... 

. 83 

ビープ音(確認音） . 

. 79 

ぶの总 . 

. 13 

停止/再生時 . 

. 13 

ち求 曰 P づ . 

. 14 

フオ J レタ . 

. 26, 50, 85 

フオルダ内消去 . 

. 65,76 

ブックマーク . 

. 58, 77 

プラグインパワー . 

. 46,109 

分割新規録音 . 

. 41 

編集 . 

. 64 

ボイスアップ . 

. 57, 75 

ホ ー J レドスイッチ . 

. 24, 69 

保証書 . 

. 107 


ま巧 

マイク(外部) . 45,78 

マイク指向性 . 28 

マイク（内蔵) . 26,33 

マニュアル録音 . 32 

メニュー 

DPC . 72,75 

EFFECT . 72,76 

1 _CF (LOW CUT ). 72,74 

LED . 73,79 

LIMITER .72, 77 

PRE REC .72, 77 

USB 充電 .73, 8 日 

VOR .72, 75 

アラーム .72, 77 

イージーサーチ . 72,76 

—見 . /2 

外部入力選択 . 72,78 

再生モード . 72,76 

時刻表おお式 . 72, 78 

詳細メニュー . 72,77 

シンク□録音 . 72,78 

追加/上書さ . 72,76 

使いかた . 71 

時計設定 . 72, 78 

バックライト . 73,80 

ビープ . 73, 79 

表示切り換え . 72,75 

フオーマット . 73, 79 
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フオルダ内消去 . 72,76 

ブックマーク消去 . 72,77 

ボイスアップ . 72,75 

用件移動 . 72, 77 

録音感度 . 11 , 74 

録音モード . 72,74 

モニターする . 28 

や巧 

用件の移動 . 66,77 

用件の再生 . 50 

用件の消去 . 64 

用件の録音 . 26 

用件番号 . 13 

用件分割 . 67 

6行 

レビュー . 27,引 

録胃 . 26 

録音一時停止 . 27,40,48 

録音可能時間 . 30 

録音可能時間表お . 14 

録音感度 . 31,74 

録音スタンバイ状態 . 33 

録音モード . 29,74 

録音レベル . 33 
























著作権と商標について 

著作権について 

Copyright 1999,2000,2001,2002, 2003, 
2004,2005, 2006, 2007,2008,2009 Sony 
Corporation 

• 権利者の許語を得ることなく、このマニュ 
アルの全部または一部を複製、転巧、送信等 
を行ラことは、著作権法上禁止されており 
ます。 

• あなたび録音したちのは、個人として楽し 
むなどの他は、善作権法上権利者に無断で 
使用できません。 

モジュールについて 

Digital Voice Editor は、切下のソフトウエア 
モジュールを使巧しています。 

Microsoft DirectX Runtime 9.0 c 
贷2004 Microsoft Corporation . All Rights 
Reserved . 
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商標について 

• Microsoft . Windows 、 Outlook 、 

DirectX は、米国 Microsoft Corporation の 
米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

• Macintosh は Apple Inc の米国およびその 
他の国における登録商標です。 

• Pentium は米国 Intel Corporation の商標 
または登録商標です。 

• Nuance 、 Nuance の□ユ Draaon 
NaturallySpeaking 、 Rea に peak は、米国 
とその他の国々における Nuance 
Communications Inc , およびその関連会 
社の商標または登録商標です。 

贷2007 -2008 Nuance 
Communications , Inc . All hahts 
reserved . 

• 本機は Fraunhofer IIS および Thomson の 
MPEG Layer -3 才ーディオコーディング技 
術と特許に基づく許語製品です。 

• Eudora、Eudora Pro は 、 QUALCOMM 
I ncorporated の登録商標です。 

• " Mem 日 rySt に k " (メモ U — スティック）お 
よび^は、ソニー株式含社の商標です。 

• "LPEC およびり化 むま、 ソニー株式会社の 
登録商標です。 

• 本機は、ドルビーラボラトリーズの米国お 
よびが国特許に基づ<許諾製品です。 



その他、本書で登場するシステム名、製品名、 
サービス 名は、一般に各開発 メーカーの 登録 
商標あるいは商標です。なお、本文中では®、 
™ マークは明記していません。 
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Plays 


Windows 

Media™ 


This product is protected by certain 
intellectual property rights of Microsoft 
Corporation . Use or distribution of such 
technology outside of this product is 
prohibited without a license from 
Microsoft or an authorized Microsoft 
subsidiary . 




お巧いをわせな口のご累巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談については、下記のお問い 
合わせ先をご利用ください。 

• ホームぺージで調べるには一 1 C レコーダー.カスタマーサボートへ 

(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support) 

にレコーダーに関する最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページです。 

• 巧括- FAX でのお問い合わせはーソニーの相数窓口へ(下紀巧括- FAX を号） 

• 本機の商品カテゴ U - は[にレコーダー]です。 

• お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。 

♦セッ ト本体に関する ご 質問時： 

• 型ち：に D - SX 800/ SX 900 • シリアルナンバ ー :電池ボックス内 

• ご相談内容：できるだけ詳しく • お買い上げ年月日 
♦付属のソフトウエアに関連するご質問時： 

質問の内容によっては、お客さまのシステム環境について質問させていただ < 場合びあります。 
上記内容に加えて、システム環境を事前に分かる範囲でご確認いただき、お知らせください。 


I よくあるお問い合わせ、解み方法などは巧ームページをごま用ください。 http :// www . sony . co . jp/suppo け 



フ U -ダイわル . 01 20-333-020 

携帯電話 .PHS ‘一部の IP 電話- 0466-31-2 已11 


フリーダイヤル . 0120 -222-33 日 

携帯電話. PHS — 部の IP 電話’0466 -31-2531 
隱’リモコン等の罵入相談はこちらへお問い合わせください。 

※取扱説明- 


左記ま号へ疫病を、最巧の 
ガイダンスび流れている間に 

「303 J +「甘 J 

を押してくだごい。直接、 
担当を□へおつなぞしまず。 


FAX (兵巧） 

01吕 0-333-389 
S 巧時問 

ち~を： 
9:00~2 D : D 0 
±•曰-巧曰： 
9:00-17:00 


ソニー株式会社 〒 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 
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